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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信することと、
　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリア上でクリアチャネル評価（ＣＣＡ）を
、前記ＵＥによって実行することと、
　前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキャリア上で実行された前記ＣＣＡに少な
くとも部分的に基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、前記ＵＥで、決定すること
と、
　前記１つ以上のキャリアから送信キャリアを、前記ＵＥによって選択することと、ここ
において、前記選択することは、前記１つ以上のキャリアのうちの１つ以上のクリアキャ
リア上でクリアＣＣＡを検出することと、所定の基準に基づいて、前記送信キャリアを、
前記１つ以上のクリアキャリアから選択することと、を含み、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによって
、送信することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリア上で実行された前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項１に



(2) JP 6367321 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

記載の方法。
【請求項３】
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを前記送信するための少なくとも１つの
制御チャネル形式を決定することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記送信することは、
　２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージを並行して送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定することと、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化すること
と、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、決定する
ことと、ここにおいて、前記決定することは、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別することと、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定することと、ここ
において、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲ
Ｂｓにしたがって決定される、
　　を含む、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化することをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定すること、ここにおい
て、前記決定することは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣＩのペ
イロードのサイズに基づき、前記送信することは、前記決定された電力制御にしたがって
実行される、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別することと、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別することと、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソースに基づ
いて決定される、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
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　のうちの１つ以上にさらに依存する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出することと、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化することと、ここにおいて、
前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプの
うちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化すること、またはマッピングす
ることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化すること、またはマッピングする
ことをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定することと、
　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較することと、
　前記比較に基づいて前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択する
ことと、
　をさらに含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信することと、
　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージを、前記ＵＥによって、生成することと、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選択
することと、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって検出されたクリアチャネ
ル評価（ＣＣＡ）に基づいて選択され、前記選択することは、前記複数のＣＣｓ上でＣＣ
Ａを実行することと、前記複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリア



(4) JP 6367321 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

ＣＣＡを検出することと、所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを、前記１つ以上のクリ
アＣＣｓから選択することと、を含み、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッ
セージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信することと、
　を備える、方法。
【請求項２０】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいてＵＣＩのペイロード
を、前記ＵＥで、決定すること、ここにおいて、前記１つ以上のアップリンク制御チャネ
ルメッセージは、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビットを含む、
　をさらに備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信するための手段と、
　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリア上でクリアチャネル評価（ＣＣＡ）を
、前記ＵＥによって実行するための手段と、
　前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキャリア上で実行された前記ＣＣＡに少な
くとも部分的に基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、前記ＵＥで、決定するため
の手段と、
　前記１つ以上のキャリアから送信キャリアを、前記ＵＥによって選択するための手段と
、ここにおいて、選択するための前記手段は、前記１つ以上のキャリアのうちの１つ以上
のクリアキャリア上でクリアＣＣＡを検出するための手段と、所定の基準に基づいて、前
記送信キャリアを、前記１つ以上のクリアキャリアから選択するための手段と、を含み、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによって
、送信するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項２３】
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリア上で実行された前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項２２
に記載の装置。
【請求項２４】
　前記割り当てられたリソースを介した前記ＵＣＩの前記送信のための少なくとも１つの
制御チャネル形式を決定するための手段をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　送信するための前記手段は、
　２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージを並行して送信するための手段を含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定するための手段と、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化するため
の手段と、
　をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
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　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、決定する
ための手段と、ここにおいて、決定するための前記手段は、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別するための手段と、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定するための手段と
、ここにおいて、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上
のＰＲＢｓにしたがって決定される、
　　を含む、
　をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項２８】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化するための手段をさらに含む、請求項２２に
記載の装置。
【請求項２９】
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定するための手段、ここ
において、前記決定することは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣ
Ｉのペイロードのサイズに基づき、送信するための前記手段は、前記決定された電力制御
にしたがって実行される、
　をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３０】
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別するための手段と、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別するための手段と、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソース
に基づいて決定される、
　をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出するための手段と、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化するための手段と、ここにお
いて、前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタ
イプのうちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３３】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化する、またはマッピングするた
めの手段をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３４】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化する、またはマッピングするため
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の手段をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３５】
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３６】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、請求項３５に記載の装置。
【請求項３８】
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
をさらに含む、請求項２２に記載の装置。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定するための手段と、
　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較するための手段と、
　比較するための前記手段に基づいて前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル
形式を選択するための手段と、
　をさらに含む、請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信するための手段と、
　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージを、前記ＵＥによって、生成するための手段と、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選択
するための手段と、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって検出されたクリア
チャネル評価（ＣＣＡ）に基づいて選択され、選択するための前記手段は、前記複数のＣ
Ｃｓ上でＣＣＡを実行するための手段と、前記複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアＣ
Ｃｓ上で前記クリアＣＣＡを検出するための手段と、所定の基準に基づいて、前記送信Ｃ
Ｃを、前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択するための手段と、を含み、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッ
セージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項４１】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいてＵＣＩのペイロード
を、前記ＵＥで、決定するための手段、ここにおいて、前記１つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージは、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビットを含む、
　をさらに含む、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
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　のうちの１つ以上を備える、請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　プログラムコードを記録した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記プログラ
ムコードは、
　コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地
局からユーザ機器（ＵＥ）によって、受信させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリア上でクリアチャ
ネル評価（ＣＣＡ）を、前記ＵＥによって実行させるためのプログラムと、
　前記コンピュータに、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキャリア上で実行さ
れた前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、前記
ＵＥで、決定させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記１つ以上のキャリアから送信キャリアを、前記ＵＥによって
選択させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記コンピュータに選択させるた
めの前記プログラムコードは、前記コンピュータに、前記１つ以上のキャリアのうちの１
つ以上のクリアキャリア上でクリアＣＣＡを検出させるためのプログラムコードと、前記
コンピュータに、所定の基準に基づいて、前記送信キャリアを、前記１つ以上のクリアキ
ャリアから選択させるためのプログラムコードと、を含み、
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介して、前記ＵＣＩを前記基地局
に、前記ＵＥによって、送信させるためのプログラムコードと、
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリア上で実行された前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項４３
に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４５】
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介した前記ＵＣＩの前記送信のた
めの少なくとも１つの制御チャネル形式を決定させるためのプログラムコードをさらに含
む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４６】
　前記コンピュータに送信させるための前記プログラムコードは、
　前記コンピュータに、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージを並行して送信させるためのプログラムコード
　を含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４７】
　前記コンピュータに、前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てら
れたリソースのサイズに基づいてコード化されるビットの数を決定させるためのプログラ
ムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記
数にコード化させるためのプログラムコードと、
　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４８】
　前記コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記Ｕ
Ｅによって、決定させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記コンピュータに
決定させるための前記プログラムコードは、
　　前記コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソー
スブロック（ＰＲＢｓ）を識別させるためのプログラムコードと、
　　前記コンピュータに、前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を
決定させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記チャネル容量は、前記ビット
容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲＢｓにしたがって決定される、
　　を含む、
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　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項４９】
　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ
以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるよ
うに前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを符号化させるためのプログラ
ムコードをさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５０】
　前記コンピュータに、前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定
させるためのプログラムコード、ここにおいて、前記コンピュータに決定させるための前
記プログラムコードは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣＩのペイ
ロードのサイズに基づき、前記コンピュータに送信させるための前記プログラムコードは
、前記決定された電力制御にしたがって実行される、
　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５１】
　前記コンピュータに、２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアッ
プリンク制御チャネルメッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって
、第１のリソースを識別させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥに
よって、第２のリソースを識別させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記第
２のリソースは、前記第１のリソースに基づいて決定される、
　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５２】
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、請求項５１に記載の非一時的なコンピュータ可読
媒体。
【請求項５３】
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出させ
るためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低い
ランクのＵＣＩタイプを最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化させる
ためのプログラムコードと、ここにおいて、前記最大容量内で多重化されていない前記１
つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプのうちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５４】
　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつ
かのコード化ビットに、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化させる、
またはマッピングさせるためのプログラムコードをさらに含む、請求項４３に記載の非一
時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５５】
　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつ
かのコード化ビットに、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化させる、ま
たはマッピングさせるためのプログラムコードをさらに含む、請求項４３に記載の非一時
的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５６】
　前記ＵＣＩは、
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　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項５７】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、請求項５６に記載の非一時的なコンピュー
タ可読媒体。
【請求項５８】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、請求項５６に記載の非一時的なコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項５９】
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
　をさらに含む、請求項４３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６０】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記コンピュータに、前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定
させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較させ
るためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに比較させるための前記プログラムコードの結果に基づいて、前記コ
ンピュータに、前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択させるため
のプログラムコードと、
　をさらに含む、請求項５９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６１】
　プログラムコードを記録した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記プログラ
ムコードは、
　コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地
局からユーザ機器（ＵＥ）によって、受信させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアッ
プリンク制御チャネルメッセージを、前記ＵＥによって、生成させるためのプログラムコ
ードと、
　前記コンピュータに、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前
記ＵＥによって、選択させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記送信ＣＣは
、前記ＵＥによって検出されたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）に基づいて選択され、前記
コンピュータに選択させるための前記プログラムコードは、前記コンピュータに、前記複
数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行させるためのプログラムコードと、前記コンピュータに、前
記複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣＡを検出させるため
のプログラムコードと、前記コンピュータに、所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを、
前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択させるためのプログラムコードと、を含み、
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリ
ンク制御チャネルメッセージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信させるためのプ
ログラムコードと、
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６２】
　前記コンピュータに、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジュ
ーリングされた複数のキャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づい
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てＵＣＩのペイロードを、前記ＵＥで、決定させるためのプログラムコード、ここにおい
て、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージは、前記ＵＣＩのペイロードの
ＵＣＩビットを含む、
　をさらに含む、請求項６１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６３】
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、請求項６１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項６４】
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機
器（ＵＥ）によって、受信することと、
　　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリア上でクリアチャネル評価（ＣＣＡ）
を、前記ＵＥによって実行することと、
　　前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキャリア上で実行された前記ＣＣＡに少
なくとも部分的に基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、前記ＵＥで、決定するこ
とと、
　　前記１つ以上のキャリアから送信キャリアを、前記ＵＥによって選択することと、こ
こにおいて、選択するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、前記１つ以
上のキャリアのうちの１つ以上のクリアキャリア上でクリアＣＣＡを検出することと、所
定の基準に基づいて、前記送信キャリアを、前記１つ以上のクリアキャリアから選択する
ことと、を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成、
　　前記割り当てられたリソースを介して、前記ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによっ
て、送信することと、
　を行うように構成され、
　を備える、装置。
【請求項６５】
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリア上で実行された前記ＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて決定される、請求項６４
に記載の装置。
【請求項６６】
　前記割り当てられたリソースを介した前記ＵＣＩの前記送信のための少なくとも１つの
制御チャネル形式を決定するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む
、請求項６４に記載の装置。
【請求項６７】
　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、２つ以上の物理リソー
スブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを並
行して送信するための構成を含む、請求項６４に記載の装置。
【請求項６８】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定することと、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化すること
と、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載
の装置。
【請求項６９】
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　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、決定する
こと、ここにおいて、決定するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別することと、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定することと、ここ
において、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲ
Ｂｓにしたがって決定される、
　　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載
の装置。
【請求項７０】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化することを行うための前記少なくとも１つの
プロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載の装置。
【請求項７１】
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定することを行うための
前記少なくとも１つのプロセッサの構成、ここにおいて、決定することを行うための前記
少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、前記割り当てられたリソースのサイズ、およ
び前記ＵＣＩのペイロードのサイズに基づき、送信することを行うための前記少なくとも
１つのプロセッサの前記構成は、前記決定された電力制御にしたがって実行される、をさ
らに含む、請求項６４に記載の装置。
【請求項７２】
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別することと、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別することと、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソースに基づ
いて決定される、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載
の装置。
【請求項７３】
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、請求項７２に記載の装置。
【請求項７４】
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出することと、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化することと、ここにおいて、
前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプの
うちの残りのものが、ドロップされる、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載
の装置。
【請求項７５】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化する、またはマッピングするこ
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とを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載
の装置。
【請求項７６】
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化する、またはマッピングすること
を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項６４に記載の
装置。
【請求項７７】
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、請求項６４に記載の装置。
【請求項７８】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、請求項７７に記載の装置。
【請求項７９】
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、請求項７７に記載の装置。
【請求項８０】
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
　をさらに含む、請求項６４に記載の装置。
【請求項８１】
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定することと、
　　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較することと、
　　比較することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成の結果に基づ
いて前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択することと、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項８０に記載
の装置。
【請求項８２】
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機
器（ＵＥ）によって、受信することと、
　　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネ
ルメッセージを、前記ＵＥによって、生成することと、
　　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選
択することと、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって検出されたクリアチャ
ネル評価（ＣＣＡ）に基づいて選択され、選択するための前記少なくとも１つのプロセッ
サの前記構成は、前記複数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行することと、前記複数のＣＣｓのう
ちの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣＡを検出することと、所定の基準に基づ
いて、前記送信ＣＣを、前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択することと、を行うための
前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含み、
　　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメ
ッセージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信することと、
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　を行うように構成され、
　を備える、装置。
【請求項８３】
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいてＵＣＩのペイロード
を、前記ＵＥで、決定することを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成、こ
こにおいて、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージは、前記ＵＣＩのペイ
ロードのＵＣＩビットを含む、をさらに含む、請求項８２に記載の装置。
【請求項８４】
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、請求項８３に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、２０１３年１０月１日に出願された、「ＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＵＰＬ
ＩＮＫ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　ＩＮ　ＬＴＥ－Ｕ　ＳＹＳＴＥＭＳ」
と題する米国仮特許出願第６１／８８５，３４８号、および２０１４年９月２２日に出願
された、「ＰＨＹＳＩＣＡＬ　ＵＰＬＩＮＫ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ　
ＩＮ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＷＩＴＨ　ＵＮＬＩＣＥＮＳＥＤ　ＳＰＥ
ＣＴＲＵＭ」と題する米国ユーティリティ特許出願（U．S． Utility Patent Applicatio
n）第１４／４９２，４３７号の利益を主張し、それらは、その全体が参照により本明細
書に明確に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　技術分野
　[0002]　本開示の態様は一般的に、ワイヤレス通信システムに関し、より具体的には、
アンライセンスドスペクトルを持つロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）通信システムにおける物理アップリンク制御管理（physical u
plink control management in long term evolution (LTE)/LTE-Advanced (LTE-A) commu
nication systems with unlicensed spectrum）に関する。
【０００３】
　背景技術
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、例えば音声、ビデオ、パケットデータ、メッ
セージング、ブロードキャスト等の様々な通信サービスを提供するために広く展開されて
いる。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有する
ことによって複数のユーザをサポートする能力がある多元接続ネットワークであり得る。
通常は多元接続ネットワークである、そのようなネットワークは、利用可能なネットワー
クリソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポートする。そのよう
なネットワークの１つの例は、ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Universal 
Terrestrial Radio Access Network）（ＵＴＲＡＮ）である。ＵＴＲＡＮは、第３世代パ
ートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によってサポートされている第３
世代（３Ｇ）モバイル電話技術である、ユニバーサルモバイル電気通信システム（Univer
sal Mobile Telecommunications System）（ＵＭＴＳ）の一部として定義された無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）である。多元接続ネットワーク形式の例は、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多
元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、および単
一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークを含む。
【０００４】
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　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥｓ）のための通
信をサポートすることができるいくつかの基地局またはノードＢｓを含み得る。ＵＥは、
ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順
方向リンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リ
ンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信することがで
き、および／またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウ
ンリンク上で、基地局からの送信は、隣接の基地局からの、または他のワイヤレス無線周
波数（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇し得る。アップリンク上で、ＵＥからの
送信は、隣接の基地局と通信する他のＵＥｓのアップリンク送信からの、または他のワイ
ヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇し得る。この干渉は、ダウンリンクおよびアップリン
クの両方でパフォーマンスを低下させ得る。
【０００６】
　[0006]　モバイルブロードバンドアクセス（mobile broadband access）に対する需要
が増加し続けるにつれて、干渉および輻輳ネットワーク（congested networks）の可能性
は、より多くのＵＥｓが長距離ワイヤレス通信ネットワークにアクセスし、より多くの短
距離ワイヤレスシステムがコミュニティにおいて展開されるとともに増大する。研究およ
び発展が、モバイルブロードバンドアクセスに対する増大する需要を満たすためだけでな
く、モバイル通信のユーザエクスペリエンス（user experience）を促進し、増進するた
めにもＵＭＴＳ技術を促進し（advance）続けている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示の１つの態様では、ワイヤレス通信の方法は、アップリンク制御チャネ
ル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信することと、ＵＥ
のために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたクリアチャネル評価（clear ch
annel assessment）（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制御
情報（ＵＣＩ）を、ＵＥで、決定することと、割り当てられたリソースを介して基地局に
ＵＣＩを、ＵＥによって、送信することと、を含む。
【０００８】
　[0008]　本開示のさらなる態様では、ワイヤレス通信の方法は、アップリンク制御チャ
ネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信することと、少
なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネルメッ
セージを、ＵＥによって、生成することと、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）か
ら、送信ＣＣを、ＵＥによって、選択することと、ここにおいて、送信ＣＣは、ＵＥによ
って検出されたクリアＣＣＡに基づいて選択され、割り当てられたリソースを介して、１
つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを、基地局に、ＵＥによって、送信するこ
とと、を含む。
【０００９】
　[0009]　本開示のさらなる態様では、ワイヤレス通信の方法は、基地局によってサーブ
される各ＵＥのために構成される複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアアップリンクＣ
Ｃｓを、基地局によって、識別することと、各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセ
ージを送信することとなる１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣ
を決定することと、各ＵＥからのアップリンク制御チャネルメッセージのためにアップリ
ンク制御ＣＣをモニタリングすることと、を含む。
【００１０】
　[0010]　本開示のさらなる態様では、ワイヤレス通信のために構成される装置は、アッ
プリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受
信するための手段と、ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたＣＣ
Ａ情報に、少なくとも部分的に、基づいてＵＣＩを、ＵＥで、決定するための手段と、割
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り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを基地局に、ＵＥによって、送信するための手段
と、を含む。
【００１１】
　[0011]　本開示のさらなる態様では、ワイヤレス通信のために構成される装置は、アッ
プリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受
信するための手段と、少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップ
リンク制御チャネルメッセージを、ＵＥによって、生成するための手段と、複数のＣＣｓ
から、送信ＣＣを、ＵＥによって、選択するための手段と、ここにおいて、送信ＣＣは、
ＵＥによって、検出されたクリアＣＣＡに基づいて選択され、割り当てられたリソースを
介して、１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを、基地局に、ＵＥによって、
送信するための手段と、を含む。
【００１２】
　[0012]　本開示のさらなる態様では、ワイヤレス通信のために構成される装置は、基地
局によってサーブされる各ＵＥのために構成される複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリ
アアップリンクＣＣｓを、基地局によって、識別するための手段と、各ＵＥが、アップリ
ンク制御チャネルメッセージを送信することとなる１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ
のアップリンク制御ＣＣを決定するための手段と、各ＵＥからのアップリンク制御チャネ
ルメッセージのためにアップリンク制御ＣＣをモニタリングするための手段と、を含む。
【００１３】
　[0013]　本開示のさらなる態様では、非一時的なコンピュータ可読媒体は、プログラム
コードを記録する。このプログラムコードは、アップリンク制御チャネル送信のためのリ
ソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信するためのコードと、ＵＥのために
構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に、少なくとも部分的に、基
づいてＵＣＩを、ＵＥで、決定するためのコードと、割り当てられたリソースを介して、
ＵＣＩを基地局に、ＵＥによって、送信するためのコードと、を含む。
【００１４】
　[0014]　本開示のさらなる態様では、非一時的なコンピュータ可読媒体は、プログラム
コードを記録する。このプログラムコードは、アップリンク制御チャネル送信のためのリ
ソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信するためのコードと、少なくとも１
つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを、
ＵＥによって、生成するためのコードと、複数のＣＣｓから、送信ＣＣを、ＵＥによって
、選択するためのコードと、ここにおいて、送信ＣＣは、ＵＥによって検出されたクリア
ＣＣＡに基づいて選択され、割り当てられたリソースを介して、１つ以上のアップリンク
制御チャネルメッセージを、基地局に、ＵＥによって、送信するためのコードと、を含む
。
【００１５】
　[0015]　本開示のさらなる態様では、非一時的なコンピュータ可読媒体は、プログラム
コードを記録する。このプログラムコードは、基地局によってサーブされる各ＵＥのため
に構成される複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、基地局によ
って、識別するためのコードと、各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信
することとなる１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定する
ためのコードと、各ＵＥからのアップリンク制御チャネルメッセージのためにアップリン
ク制御ＣＣをモニタリングするためのコードと、を含む。
【００１６】
　[0016]　本開示のさらなる態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセ
ッサに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、アップリンク制御チャネル送信のため
のリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信することと、ＵＥのために構成
される１つ以上のキャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に、少なくとも部分的に、基づい
てＵＣＩを、ＵＥで、決定するためのコードと、割り当てられたリソースを介して、ＵＣ
Ｉを基地局に、ＵＥによって、送信するためのコードと、を行うように構成される。
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【００１７】
　[0017]　本開示のさらなる態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセ
ッサに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、アップリンク制御チャネル送信のため
のリソースの割り当てを、基地局からＵＥによって、受信することと、少なくとも１つの
制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを、ＵＥ
によって、生成することと、複数のＣＣｓから、送信ＣＣを、ＵＥによって、選択するこ
とと、ここにおいて、送信ＣＣは、ＵＥによって検出されたクリアＣＣＡに基づいて選択
され、割り当てられたリソースを介して、１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセー
ジを、基地局に、ＵＥによって、送信することと、を行うように構成される。
【００１８】
　[0018]　本開示のさらなる態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセ
ッサに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、基地局によってサーブされる各ＵＥの
ために構成される複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、基地局
によって、識別することと、各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信する
こととなる１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定すること
と、各ＵＥからのアップリンク制御チャネルメッセージのためにアップリンク制御ＣＣを
モニタリングすることと、を行うように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]　図１は、様々な実施形態にしたがうワイヤレス通信システムの例を例示
する図を示す。
【図２Ａ】[0020]　図２Ａは、様々な実施形態にしたがうアンライセンスドスペクトルに
おいてＬＴＥを使用するための展開シナリオ（deployment scenarios）の例を例示する図
を示す。
【図２Ｂ】[0021]　図２Ｂは、様々な実施形態にしたがうアンライセンスドスペクトルに
おいてＬＴＥを使用するための展開シナリオの別の例を例示する図を示す。
【図３】[0022]　図３は、様々な実施形態にしたがうライセンスド、およびアンライセン
スドスペクトルにおいて一斉に（concurrently）ＬＴＥを使用するときのキャリアアグリ
ゲーションの例を例示する図を示す。
【図４】[0023]　図４は、本開示の１つの態様にしたがって構成される基地局／ｅＮＢお
よびＵＥの設計を概念的に例示するブロック図である。
【図５】[0024]　図５は、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために構成されるアップ
リンク送信ストリームを例示するブロック図である。
【図６】[0025]　図６は、本開示の１つの態様をインプリメントするために実行される例
示的なブロックを例示する機能ブロック図である。
【図７Ａ】[0026]　図７Ａは、本開示の態様のために構成される例示的な送信設計を例示
するブロック図である。
【図７Ｂ】[0026]　図７Ｂは、本開示の態様のために構成される例示的な送信設計を例示
するブロック図である。
【図８Ａ】[0027]　図８Ａは、本開示の１つの態様にしたがって構成される符号化方式（
encoding scheme）を例示するブロック図である。
【図８Ｂ】[0027]　図８Ｂは、本開示の１つの態様にしたがって構成される符号化方式を
例示するブロック図である。
【図９Ａ】[0028]　図９Ａは、本開示の１つの態様をインプリメントするために実行され
る例示的なブロックを例示する機能ブロック図である。
【図９Ｂ】[0028]　図９Ｂは、本開示の１つの態様をインプリメントするために実行され
る例示的なブロックを例示する機能ブロック図である。
【図１０】[0029]　図１０は、本開示の１つの態様にしたがって構成されるＵＥのために
構成される、３個のＣＣｓ、ＣＣ０－ＣＣ１、を例示するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　[0030]　添付の図面に関連して、以下に記述する発明を実施するための形態は、様々な
構成の説明として意図され、本開示の範囲を限定することを意図していない。むしろ、発
明を実施するための形態は、発明の主題事項の完全な理解を提供する目的で特定の詳細を
含む。これらの特定の詳細があらゆるケースで必要とされるわけではないこと、および、
いくつかの事例では、周知の構造およびコンポーネントが提示の明確さのためにブロック
図の形で示されることは、当業者に明らかであろう。
【００２１】
　[0031]　オペレータはこれまで、セルラネットワークの中でこれまでに増え続けている
輻輳のレベルを軽減するためにアンライセンスドスペクトルを使用するための主要なメカ
ニズムとしてＷｉＦｉを見てきた。しかしながら、アンライセンスドスペクトルにおける
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに基づくニューキャリアタイプ（new carrier type）（ＮＣＴ）は、
キャリアグレードＷｉＦｉと互換性を有することができ、アンライセンスドスペクトルを
持つＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡをＷｉＦｉの代替とする。アンライセンスドスペクトルを持つＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＬＴＥの概念を活用することができ、アンライセンスドスペクトル
において効率的なオペレーションを提供するために、および規制要件（regulatory）を満
足するためにネットワークまたはネットワークデバイスの物理層（ＰＨＹ）およびメディ
アアクセス制御（ＭＡＣ）の態様へのいくつかの修正を導入し得る。アンライセンスドス
ペクトルは、例えば、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）におよび
得る。いくつかのシナリオでは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
は、ＷｉＦｉより著しく良く機能し（perform）得る。例えば、オールＷｉＦｉ展開（all
 WiFi deployment）と比較して（単一の、または複数のオペレータのための）アンライセ
ンスドスペクトルを持つオールＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開（all LTE/LTE-A deployment）、
すなわち高密度の小さいセル展開が存在するとき、アンライセンスドスペクトルを持つＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＷｉＦｉより著しく良く機能し得る。例えば、アンライセンスドス
ペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが、（単一の、または複数のオペレータのために）Ｗ
ｉＦｉと混合されるとき等、他のシナリオでは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａは、ＷｉＦｉより良く機能し得る。
【００２２】
　[0032]　単一のサービスプロバイダ（ＳＰ）のために、アンライセンスドスペクトル上
のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ライセンスドスペクトル上のＬＴＥネットワーク
と同期するように構成され得る。しかしながら、複数のＳＰｓによる所与のチャネル上で
展開されるアンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、複数
のＳＰｓにわたって同期するように構成され得る。上記の特徴の両方を組み込むための１
つのアプローチは、所与のＳＰのためのアンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ、およびアンライセンスドスペクトルを持たないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ間の一定のタ
イミングオフセットを使用することを含み得る。アンライセンスドスペクトルを持つＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＳＰのニーズにしたがってユニキャストおよび／または
マルチキャストサービスを提供し得る。さらに、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＬＴＥセルがアンカーの機能を果たし、関連するアンラ
イセンスドセル情報（relevant unlicensed cell information）（例えば、無線フレーム
タイミング、共通チャネル構成（common channel configuration）、システムフレーム番
号、すなわちＳＦＮ等）を提供するブートストラップされたモード（bootstrapped mode
）で動作し得る。このモードでは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａとアンライセンスドスペクトルを持たないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ間の近接した相互作用（
close interworking）が存在し得る。例えば、ブートストラップされたモードは、上述の
キャリアアグリゲーションモード、および付加ダウンリンク（supplemental downlink）
をサポートし得る。アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
のＰＨＹ－ＭＡＣレイヤは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークがＬＴＥネットワークから独立して動作するスタンドアロンモードで動作し得る
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。この場合、例えば、コロケートされたセル（co-located cells）、または複数のセルお
よび／または基地局にわたるマルチフロー（multiflow）を持つＲＬＣレベルのアグリゲ
ーションに基づく、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとアンライセ
ンスドスペクトルを持たないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ間のルーズな相互作用（loose interwor
king）が存在し得る。
【００２３】
　[0033]　本明細書で説明された技法は、ＬＴＥに限定されず、例えば、ＣＤＭＡ、ＴＤ
ＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステム等の様々なワイヤレ
ス通信システムのためにも使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用
語は、交換可能に使用されることが多い。ＣＤＭＡシステムは、例えば、ＣＤＭＡ２００
０、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）等の無線技術をインプリメントし得る。
ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ等と一般的に
称される。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高
速パケットデータ（ＨＲＰＤ）等と一般的に称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
ＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、例えば
グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））等の無
線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、例えば、ウルトラモバイルブロ
ードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ
－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュＯ
ＦＤＭ等の無線技術をインプリメントし得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバー
サルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバン
スト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴ
ＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と呼ばれる団体からの文書に説明されている。
ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３Ｇ
ＰＰ２）と呼ばれる団体からの文書に説明されている。本明細書で説明される技法は、上
述されたシステムおよび無線技術にも、他のシステムおよび無線技術にも使用され得る。
しかしながら、下記の説明は、例のためにＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥ用語が
、下記の説明のほとんどで使用されるが、技法はＬＴＥ適用の範囲を超えて適用可能であ
る。
【００２４】
　[0034]　よって、以下の説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲において記
述される範囲、適用性、あるいは構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲
から逸脱することなく、説明される要素の機能および配置において変更がなされ得る。様
々な実施形態は、様々な手順またはコンポーネントを必要に応じて省略、置換、または追
加し得る。例えば、説明される方法は、説明されるものとは異なる順序で実行されること
ができ、様々なステップが追加され、省略され、あるいは組み合わされ得る。また、ある
特定の実施形態に関して説明される特徴は、他の実施形態で組み合わされ得る。
【００２５】
　[0035]　まず図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システムの例、すなわちネット
ワーク１００を例示している。システム１００は、基地局（またはセル）１０５、通信デ
バイス１１５、およびコアネットワーク１３０を含む。基地局１０５は、基地局コントロ
ーラ（示されていない）の制御下で通信デバイス１１５と通信することができ、それは、
様々な実施形態における、コアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る
。基地局１０５は、バックホールリンク１３２を通して、コアネットワーク１３０と制御
情報および／またはユーザデータを通信し得る。実施形態では、基地局１０５は、直接的
かまたは間接的かのどちらかで、バックホールリンク１３４にわたって互いに通信するこ
とができ、それは、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり得る。システム１００
は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上の動作をサポートし得る。マルチキャ
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リア送信機は、複数のキャリア上で同時に変調された信号を送信することができる。例え
ば、各通信リンク１２５は、上述の様々な無線技術にしたがって変調されたマルチキャリ
ア信号であり得る。各変調された信号は、異なるキャリア上で送られることができ、制御
情報（例えば、基準信号、制御チャネル等）、オーバヘッド情報、データ等を搬送し得る
。
【００２６】
　[0036]　基地局１０５は、１つ以上の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワイヤ
レスで通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０のた
めの通信カバレッジを提供し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トラ
ンシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノ
ードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の適切な用語で称され得る。基地局のため
のカバレッジエリア１１０は、カバレッジエリアの一部のみを構成するセクタ（示されて
いない）に分けられ得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マ
クロ、マイクロ、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術のためにオーバー
ラップしているカバレッジエリアが存在し得る。
【００２７】
　[0037]　いくつかの実施形態では、システム１００は、アンライセンスドスペクトルを
介した通信の能力がある展開シナリオ、またはオペレーションの１つ以上のモードをサポ
ートするＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークである。他の実施形態では、システム１００は
、ＬＴＥとは異なるアンライセンスドスペクトルおよびアクセス技術、またはＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａとは異なるライセンスドスペクトルおよびアクセス技術を使用するワイヤレス通
信をサポートし得る。発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語は
それぞれ、基地局１０５およびデバイス１１５を説明するために、一般的に使用され得る
。システム１００は、ｅＮＢの異なるタイプが様々な地理的領域のためにカバレッジを提
供する異種のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク（Heterogeneous LTE/LTE-A network）で
あり得る。例えば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／
または他のタイプのセルのために通信カバレッジを提供し得る。例えばピコセル、フェム
トセル、および／または他のタイプのセル等の小さいセルは、低電力ノード、すなわちＬ
ＰＮｓを含み得る。マクロセルは一般的に、比較的広い地理的エリア（例えば、半径数キ
ロメートル）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥｓによる
無制限のアクセスを可能にし得る。ピコセルは一般的に、比較的より狭い地理的エリアを
カバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥｓによる無制限のアクセ
スを可能にし得る。フェムトセルもまた、一般的に、比較的狭い地理的エリア（例えば、
家）をカバーし、無制限のアクセスに加えて、フェムトセルとの関連付けを有するＵＥｓ
（例えば、クローズドサブスクライバグループ（ＣＳＧ）の中のＵＥｓ、家の中のユーザ
のためのＵＥｓ等）による制限されたアクセスをも提供し得る。マクロセルのためのｅＮ
Ｂは、マクロｅＮＢと称され得る。ピコセルのためのｅＮＢは、ピコｅＮＢと称され得る
。また、フェムトセルのためのｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと称され得
る。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば、２個、３個、４個等の）セルをサポートし得
る。
【００２８】
　[0038]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（例えば、Ｓ１等）を介して
ｅＮＢｓ１０５と通信し得る。ｅＮＢｓ１０５はまた、例えば、バックホールリンク１３
４（例えば、Ｘ２等）を介して、および／またはバックホールリンク１３２を介して（例
えば、コアネットワーク１３０を通じて）、直接的または間接的に、互いに通信し得る。
システム１００は、同期または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢｓ
は、同様のフレームおよび／またはゲートタイミング（similar frame and/or gating ti
ming）を有することができ、異なるｅＮＢｓからの送信は、時間の中で近似的にアライン
され（approximately aligned in time）得る。非同期動作の場合、ｅＮＢｓは、異なる
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フレームおよび／またはゲートタイミングを有することができ、異なるｅＮＢｓからの送
信は、時間の中でアラインされ得ない。本明細書で説明される技法は、同期動作か、また
は非同期動作かのどちらかに使用され得る。
【００２９】
　[0039]　ＵＥｓ１１５は、システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは、固定ま
たはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、モバイル局、加入者局、
モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット、モバイルデバ
イス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語として
称され得る。ＵＥ１１５は、セルラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、
ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局等であり得
る。ＵＥは、マクロｅＮＢｓ、ピコｅＮＢｓ、フェムトｅＮＢｓ、リレー等と通信するこ
とが可能であり得る。
【００３０】
　[0040]　システム１００に示される通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモバイル
デバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方向
リンク送信とも呼ばれることができ、一方アップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼
ばれ得る。ダウンリンク送信は、ライセンスドスペクトル、アンライセンスドスペクトル
、または両方を使用してなされ得る。同様に、アップリンク送信は、ライセンスドスペク
トル、アンライセンスドスペクトル、または両方を使用してなされ得る。
【００３１】
　[0041]　システム１００のいくつかの実施形態では、アンライセンスドスペクトルを持
つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのための様々な展開シナリオは、ライセンスドスペクトルにおける
ＬＴＥダウンリンク容量がアンライセンスドスペクトルにオフロードされ（be offloaded
）得る付加ダウンリンク（ＳＤＬ）モード、ＬＴＥダウンリンク容量とＬＴＥアップリン
ク容量の両方がライセンスドスペクトルからアンライセンスドスペクトルにオフロードさ
れ得るキャリアアグリゲーションモード、および基地局（例えば、ｅＮＢ）とＵＥ間のＬ
ＴＥダウンリンク通信およびＬＴＥアップリンク通信がアンライセンスドスペクトルで生
じ得るスタンドアロンモードを含みサポートされ得る。基地局１０５もＵＥｓ１１５も、
これらの、または同様のオペレーションモードのうちの１つ以上をサポートし得る。ＯＦ
ＤＭＡ通信信号は、アンライセンスドスペクトルにおけるＬＴＥダウンリンク送信のため
の通信リンク１２５で使用されることができ、一方ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、アンライ
センスドスペクトルにおけるＬＴＥアップリンク送信のための通信リンク１２５で使用さ
れ得る。例えば、システム１００等のシステムの中のアンライセンスドスペクトルを持つ
オペレーションのモード、またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開シナリオのインプリメンテーシ
ョンに関する追加の詳細、およびアンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
のオペレーションと関連する他の特徴および機能は、図２Ａ－１０を参照して以下に提供
される。
【００３２】
　[0042]　次に図２Ａを参照すると、図２００は、アンライセンスドスペクトルを介した
通信をサポートするＬＴＥネットワークのための付加ダウンリンクモードの、およびキャ
リアアグリゲーションモードの例を示す。図２００は、図１のシステム１００の一部の例
であり得る。さらに、基地局１０５－ａは、図１の基地局１０５の例であることができ、
一方ＵＥｓ１１５－ａは、図１のＵＥｓ１１５の例であり得る。
【００３３】
　[0043]　図２００の付加ダウンリンクモードの例では、基地局１０５－ａは、ダウンリ
ンク２０５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信し得る。ダウンリンク
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２０５は、アンライセンスドスペクトルの中の周波数Ｆ１と関連付けられる。基地局１０
５－ａは、双方向リンク２１０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａに送
信することができ、双方向リンク２１０を使用してそのＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭ
Ａ通信信号を受信し得る。双方向リンク２１０は、ライセンスドスペクトルの中の周波数
Ｆ４と関連付けられる。アンライセンスドスペクトルの中のダウンリンク２０５、および
ライセンスドスペクトルの中の双方向リンク２１０は、一斉に動作し得る。ダウンリンク
２０５は、基地局１０５－ａのためにダウンリンク容量のオフロードを提供し得る。いく
つかの実施形態では、ダウンリンク２０５は、（例えば、１つのＵＥ宛ての）ユニキャス
トサービスのサービスのために、または（例えば、いくつかのＵＥｓ宛ての）マルチキャ
ストサービスのために使用され得る。このシナリオは、ライセンスドスペクトルを使用し
、トラヒックおよび／またはシグナリング輻輳のいくらかを軽減する必要がある任意のサ
ービスプロバイダ（例えば、従来の（traditional）モバイルネットワークオペレータ、
またはＭＮＯ）を伴って起こり得る。
【００３４】
　[0044]　図２００のキャリアアグリゲーションモードの１つの例では、基地局１０５－
ａは、双方向リンク２１５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信するこ
とができ、双方向リンク２１５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信
号を受信し得る。双方向リンク２１５は、アンライセンスドスペクトルの中の周波数Ｆ１
と関連付けられる。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０を使用してＯＦＤＭＡ
通信信号を同じＵＥ１１５－ａに送信することができ、双方向リンク２２０を使用してＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａから受信し得る。双方向リンク２２０は、ラ
イセンスドスペクトルの中の周波数Ｆ２と関連付けられる。双方向リンク２１５は、基地
局１０５－ａのためにダウンリンクおよびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。
上述の付加ダウンリンクのように、このシナリオは、ライセンスドスペクトルを使用し、
トラヒックおよび／またはシグナリング輻輳のいくらかを軽減する必要がある任意のサー
ビスプロバイダ（例えばＭＮＯ）を伴って起こり得る。
【００３５】
　[0045]　図２００のキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０５－ａ
は、双方向リンク２２５を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ａに送信すること
ができ、双方向リンク２２５を使用してＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ１１５－ａか
ら受信し得る。双方向リンク２２５は、アンライセンスドスペクトルの中の周波数Ｆ３と
関連付けられる。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用してＯＦＤＭＡ通
信信号を同じＵＥ１１５－ａに送信することができ、双方向リンク２３０を使用して同じ
ＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２３０は、ライ
センスドスペクトルの中の周波数Ｆ２と関連付けられる。双方向リンク２２５は、基地局
１０５－ａのためにダウンリンクおよびアップリンク容量のオフロードを提供し得る。上
記に提供されたこの例およびそれらは、例示の目的で提示され、容量のオフロードのため
のアンライセンスドスペクトルを持つ、および持たないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを組み合わせ
るオペレーションまたは展開シナリオの他の同様のモードが存在し得る。
【００３６】
　[0046]　上述のように、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用
することによって提供された容量のオフロードからの利益を享受し得る典型的なサービス
プロバイダは、ＬＴＥスペクトルを持つ従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイ
ダのために、動作の構成（operational configuration）は、ライセンスドスペクトル上
のＬＴＥの一次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）、およびアンライセンスドスペクトル
上のＬＴＥの二次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）を使用するブートストラップされた
モード（例えば、付加ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００３７】
　[0047]　付加ダウンリンクモードでは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａのための制御は、ＬＴＥアップリンク（例えば、双方向リンク２１０のアップリ
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ンクの部分（uplink portion））を介してトランスポートされ得る。ダウンリンク容量の
オフロードを提供するための理由のうちの１つは、データ要求が概してダウンリンク消費
によって駆動されるためである。さらに、このモードでは、ＵＥがアンライセンスドスペ
クトルの中で送信していないため、規制の影響（regulatory impact）が存在し得ない。
ＵＥ上でリッスンビフォアトーク（listen-before-talk）（ＬＢＴ）、またはキャリアセ
ンス多元接続（carrier sense multiple access）（ＣＳＭＡ）の要件をインプリメント
する必要はない。しかしながら、ＬＢＴは、例えば、無線フレームの境界（radio frame 
boundary）にアラインされるグラブアンドレリンクイッシュメカニズム（grab-and-relin
quish mechanism）および／または周期的な（例えば、１０ミリ秒ごとの）クリアチャネ
ル評価（ＣＣＡ）を使用することによって、基地局（例えば、ｅＮＢ）上でインプリメン
トされ得る。
【００３８】
　[0048]　キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、ＬＴＥ（例えば
、双方向リンク２１０、２２０、および２３０）の中で通信されることができ、一方デー
タは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（例えば、双方向リンク２
１５および２２５）の中で通信され得る。アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａを使用するときサポートされるキャリアアグリゲーションのメカニズムは、コン
ポーネントキャリアにわたって異なる対称性（symmetry）を持つハイブリッド周波数分割
多重－時分割多重（hybrid frequency division duplexing-time division duplexing）
（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲ
ーションに該当し（fall under）得る。
【００３９】
　[0049]　図２Ｂは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのためのス
タンドアロンモードの例を例示する図２００－ａを示す。図２００－ａは、図１のシステ
ム１００の一部の例であり得る。さらに、基地局１０５－ｂは、図１の基地局１０５およ
び図２Ａの基地局１０５－ａの例であることができ、一方ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ
ｓ１１５および図２ＡのＵＥｓ１０５－ａの例であり得る。
【００４０】
　[0050]　図２００－ａのスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは、双方向
リンク２４０を使用してＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ１１５－ｂに送信することができ、双
方向リンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。
双方向リンク２４０は、図２Ａに関して上述のアンライセンスドスペクトルの中の周波数
Ｆ３と関連付けられる。スタンドアロンモードは、例えば、インスタジアムアクセス（in
-stadium access）（例えば、ユニキャスト、マルチキャスト）等の従来のものでない（n
on-traditional）ワイヤレスアクセスシナリオで使用され得る。オペレーションのこのモ
ードのための典型的なサービスプロバイダは、スタジアムのオーナー、ケーブル会社、イ
ベントホスト、ホテル、企業、およびライセンスドスペクトルを有していない大企業であ
り得る。これらのサービスプロバイダのために、スタンドアロンモードのための動作の構
成は、アンライセンスドスペクトル上のＬＴＥ－Ｕ　ＰＣＣを使用し得る。さらに、ＬＢ
Ｔは、基地局とＵＥの両方でインプリメントされ得る。
【００４１】
　[0051]　次に図３を参照して、図３００は、様々な実施形態にしたがってライセンスド
、およびアンライセンスドスペクトルの中で一斉にＬＴＥを使用するときのキャリアアグ
リゲーションの例を例示する。図３００のキャリアアグリゲーション方式は、図２Ａに関
して上述したハイブリッドＦＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに対応し得る。キャ
リアアグリゲーションのこのタイプは、図１のシステム１００の少なくとも一部で使用さ
れ得る。さらに、キャリアアグリゲーションのこのタイプは、図１および図２Ａの基地局
１０５および１０５－ａでそれぞれ使用されることができ、および／または、図１および
図２ＡのＵＥｓ１１５および１１５－ａでそれぞれ使用され得る。
【００４２】
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　[0052]　この例では、ＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）は、ダウンリンクの中でＬＴＥに関連
して実行されることができ、第１のＴＤＤ（ＴＤＤ１）は、アンライセンスドスペクトル
を持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関連して実行されることができ、第２のＴＤＤ（ＴＤＤ２）
は、ＬＴＥに関連して実行されることができ、別のＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）は、アップ
リンクの中でＬＴＥに関連して実行され得る。ＴＤＤ１は、６：４のＤＬ：ＵＬ比率とな
り、一方ＴＤＤ２に関する比率は、７：３である。時間スケール上で、異なる効果的なＤ
Ｌ：ＵＬ比率は、３：１、１：３、２：２、３：１、２：２、および３：１である。この
例は、例示の目的で提示され、アンライセンスドスペクトルを持つ、および持たないＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａのオペレーションを組み合わせる他のキャリアアグリゲーション方式が存
在し得る。
【００４３】
　[0053]　図４は、基地局／ｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５の設計のブロック図を示し、
それは、図１の基地局／ｅＮＢｓのうちの１つおよびＵＥｓのうちの１つであり得る。ｅ
ＮＢ１０５は、アンテナ４３４ａ～４３４ｔを備えることができ、ＵＥ１１５は、アンテ
ナ４５２ａ～４５２ｒを備え得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ４２０は、デ
ータソース４１２からデータを受信することができ、コントローラ／プロセッサ４４０か
ら制御情報を受信し得る。制御情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、物
理制御形式インジケータチャネル（physical control format indicator channel）（Ｐ
ＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（physical hybrid 
automatic repeat request indicator channel）（ＰＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御
チャネル（physical downlink control channel）（ＰＤＣＣＨ）等のためのものであり
得る。データは、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）等のためのものであり得
る。送信プロセッサ４２０は、データシンボルおよび制御シンボルをそれぞれ取得するた
めに、データおよび制御情報を処理（例えば、符号化およびシンボルマッピング（symbol
 map））し得る。送信プロセッサ４２０はまた、例えば、プライマリ同期信号（primary 
synchronization signal）（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（secondary synchronizatio
n signal）（ＳＳＳ）、およびセル固有の基準信号（cell-specific reference signal）
のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）複数入力複数出力（multiple-input m
ultiple-output）（ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０は、適用可能な場合、データシンボル、
制御シンボル、および／または基準シンボルに空間的処理（例えば、プリコーディング（
precoding））を実行することができ、出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤｓ）４
３２ａ～４３２ｔに提供し得る。各変調器４３２は、出力サンプルストリームを取得する
ために（例えば、ＯＦＤＭ等のための）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る
。各変調器４３２は、ダウンリンク信号を取得するために、出力サンプルストリームをさ
らに処理（例えば、アナログに変換、増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）
し得る。変調器４３２ａ～４３２ｔからのダウンリンク信号は、それぞれ、アンテナ４３
４ａ～４３４ｔを介して送信され得る。
【００４４】
　[0054]　ＵＥ１１５において、アンテナ４５２ａ～４５２ｒは、ｅＮＢ１０５からダウ
ンリンク信号を受信することができ、受信された信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤｓ）
４５４ａ～４５４ｒに提供し得る。各復調器４５４は、入力サンプルを取得するために、
それぞれの受信された信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、
およびデジタル化）し得る。各復調器４５４は、受信されたシンボルを取得するために、
（例えば、ＯＦＤＭ等のための）入力サンプルをさらに処理し得る。ＭＩＭＯ検出器４５
６は、すべての復調器４５４ａ～４５４ｒからの受信されたシンボルを取得することがで
き、適用可能な場合、受信されたシンボルにＭＩＭＯ検出を実行することができ、検出さ
れたシンボルを提供し得る。受信プロセッサ４５８は、検出されたシンボルを処理する（
例えば、復調する、デインタリーブ（deinterleave）する、および復号する）ことができ
、ＵＥ１１５のための復号されたデータをデータシンク４６０に提供することができ、復
号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４８０に提供し得る。
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【００４５】
　[0055]　アップリンク上で、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ４６４は、データソ
ース４６２からの（例えば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に関する）デ
ータおよびコントローラ／プロセッサ４８０からの（例えば、物理アップリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）に関する）制御情報を受信および処理し得る。送信プロセッサ４６４
はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ４６４からのシン
ボルは、適用可能な場合、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコードされるこ
とができ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ等のために）変調器４５４ａ～４５４ｒによってさら
に処理されることができ、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１
１５からのアップリンク信号は、アンテナ４３４によって受信されることができ、変調器
４３２によって処理されることができ、適用可能な場合、ＭＩＭＯ検出器４３６によって
検出されることができ、ＵＥ１１５によって送られた復号されたデータおよび制御情報を
取得するために受信プロセッサ４３８によってさらに処理され得る。プロセッサ４３８は
、復号されたデータをデータシンク４３９に提供することができ、復号された制御情報を
コントローラ／プロセッサ４４０に提供し得る。
【００４６】
　[0056]　コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、それぞれ、ｅＮＢ１０５お
よびＵＥ１１５におけるオペレーションを指示し得る。ｅＮＢ１０５におけるコントロー
ラ／プロセッサ４４０および／または他のプロセッサとモジュールは、本明細書に説明さ
れている技法のための様々な処理の実行を行う、または指示し得る。ＵＥ１１５における
コントローラ／プロセッサ４８０および／または他のプロセッサとモジュールはまた、図
６、９Ａ、および９Ｂに例示される機能ブロック、および／または本明細書に説明されて
いる技法のための他の処理の実行を行う、または指示し得る。メモリ４４２および４８２
は、それぞれ、ｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５のためのデータおよびプログラムコードを
記憶し得る。スケジューラ４４４は、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上のデー
タ送信のためにＵＥｓをスケジューリングし得る。
【００４７】
　[0057]　図５は、マルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡ送信のために構成されるアップリンク
送信ストリームを例示するブロック図である。公称チャネル帯域幅（nominal channel ba
ndwidth）５００は、アンライセンスドスペクトルを持つ２０ＭＨｚのＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ展開のために例示される。実際のチャネル帯域幅（Actual channel bandwidth）５０１
は、１００個のＲＢｓを表し、それは、約１８ＭＨｚの実用可能な帯域幅（actual usabl
e bandwidth）を表す。占有されたチャネル帯域幅を考慮するために、アップリンク送信
は、公称チャネル帯域幅５００の少なくとも８０％に及ぶ（span）べきである。占有され
たチャネル帯域幅５０２は、９１個のＲＢｓを有し、約１６．４ＭＨｚを表して例示され
る。よって、ＰＵＣＣＨ送信を含む、アップリンク送信のために、１０個のＰＵＣＣＨチ
ャネルは、占有された帯域幅の要件を成功裡に（successfully）満たすために、１０個の
ＲＢｓの最小のインタリービング粒度（minimum interleaving granularity）で多重化さ
れ得る。よって、占有されたチャネル帯域幅５０２にわたるアップリンク送信ＲＢｓ５０
３および５０４のインタリービングを含む、インターレース１～インターレース１０は、
アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開の中のアンライセンスドスペ
クトルのための占有された帯域幅の要件を満たすこととなる。例えば、２０ＭＨｚのシス
テムでは、１つのＰＵＣＣＨチャネルは次に、ＲＢｓ０、１０、２０、・・・９０を占有
することができる。公称帯域幅にわたる１０個のＲＢｓは、占有されたチャネル帯域幅を
考慮するべき８０％の要件を満たすこととなる。
【００４８】
　[0058]　例えば、ＰＵＣＣＨおよびＰＵＳＣＨ信号等の、アップリンク信号は、異なる
変調シンボルが各サブキャリアのために送られる、またはいくつかのプリコーディングが
周波数領域の波形を送る前になされるサブキャリアのセットを占有する局所的周波数分割
多重（localized frequency division multiplexing）（ＬＦＤＭ）の波形に概して基づ
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く。これらの波形を使用するとき、送ることが利用可能であるデータの少量は、スペクト
ルのごく一部が占有されるという結果をもたらす。送信電力スペクトル密度（transmit p
ower spectral density）（ＴＸ－ＰＳＤ）における制限のため、帯域幅の小さな部分を
占有しているとき、電力の少量が送信される。上記のように、占有された帯域幅の要件は
、そのようなアップリンク送信が全体の波形のパーセンテージを占有する必要があり得る
ことを提案することとなる。しかしながら、波形の大部分が占有され、使用されていない
サブキャリアを少しも残さない場合、帯域幅の所与の量のために異なるユーザを多重化す
る可能性はあり得ない。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号のマルチクラスタリングは、信号が、Ｎ番目
ごとのうちの１個のサブキャリア（例えば、１０個のうちの１個、１２個のうちの１個等
）ごとに占有するようにその信号をインタリーブするために各送信機を備え、それによっ
て中間の占有されていない中で（in the middle unoccupied）多くのサブキャリアを残す
。このマルチクラスタＳＣ－ＦＤＭＡアプローチは、より高い電力で（それでも規制を満
足するために十分低いＰＳＤで）波形を送ることをイネーブルする（enable）ために公称
帯域幅占有（nominal bandwidth occupancy）を増加し得る。インタリーブされた周波数
分割多重化（Interleaved frequency division multiplexing）（ＩＦＤＭ）および、イ
ンタリーブされた直交周波数分割多重化（interleaved orthogonal frequency division 
multiplexing）（Ｉ－ＯＦＤＭ）信号は、使用されることができ、それらのサブキャリア
に限られる信号を送るためにＮ番目のうちの１個のサブキャリアを占有する。
【００４９】
　[0059]　ＬＴＥシステムにスケジューリングされたＰＵＣＣＨ送信は、サブフレーム内
で２個のスロットにわたってミラーホッピング（mirror hopping）を使用して、各スロッ
トの中の１個のリソースブロック（ＲＢ）を占有する１個の物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ）のために概して割り当てられる。ＰＵＣＣＨ形式の３つのカテゴリが存在し、ＬＴＥ
通信システムの中で現在サポートされている：ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂ、ＰＵＣＣ
Ｈ形式２／２ａ／２ｂ、およびＰＵＣＣＨ形式３。ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂは、ス
ケジューリング要求（ＳＲ）、およびＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定応答（ＮＡＫ）
情報を配信するように主に構成される。ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂでは、各ＰＵＣＣ
Ｈチャネルは、１または２ビットのＡＣＫ／ＮＡＫ情報、および潜在的に、１ビットのＳ
Ｒ送信を搬送し得る。さらに、形式１／１ａ／１ｂ送信の中の各ＲＢは、３６個のＰＵＣ
ＣＨチャネルまで多重化する能力がある。３６個のＰＵＣＣＨチャネルが形式１／１ａ／
１ｂの中の最大多重化能力（maximum multiplexing capability）であるが、実際には、
形式１／１ａ／１ｂのＰＵＣＣＨ送信は、かなり少ないチャネル（例えば、８、１０、１
２等）で多重化する。したがって、各ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂチャネルは、その多
重化能力で、たった２ビットまでを搬送するだけであり得るが、ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ
／１ｂの総容量は、かなり高い。
【００５０】
　[0060]　ＰＵＣＣＨ形式２／２ａ／２ｂは、いくつかの追加のＡＣＫ／ＮＡＫを持つチ
ャネルステート情報（ＣＳＩ）を搬送するように主に構成される。各形式２／２ａ／２ｂ
チャネルは、０／１／２ビットのＡＣＫ／ＮＡＫとともにＣＳＩのフィードバックのため
の２０個のコード化されたビットを搬送し得る。ＰＵＣＣＨ形式２／２ａ／２ｂは、１２
チャネルまでの各ＲＢのための多重化能力を含む。
【００５１】
　[0061]　ＰＵＣＣＨ形式３は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）のインプリメンテー
ションに順応するように主に構成される。ＣＡの１つの結果は、複数のコンポーネントキ
ャリア（ＣＣｓ）のためのＡＣＫ／ＮＡＫビットの増加された数である。追加のＡＣＫ／
ＮＡＫのペイロードは、形式１／１ａ／１ｂまたは２／２ａ／２ｂの既存の容量と一般的
には互換性がなかった。形式３のためのチャネルキャリアの各々は、ＳＲのための１ビッ
トまで、および／またはＣＳＩフィードバックのための１１ビットまでで、ＡＣＫ／ＮＡ
ＫのためのＦＤＤの中の１０ビット、またはＴＤＤの中の２０ビットまで搬送し得る。
【００５２】
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　[0062]　アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステム展開は、現在
のＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ規格に関するイシュー（issues）をもたらし得るさらなる特徴を提
供する。例えば、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＣＡのイン
プリメンテーションよりさらに大きい、潜在的な多数のＣＣｓを提供し、それは、複数の
個々のＡＣＫ／ＮＡＫ応答、またはグループＡＣＫ／ＮＡＫのための総計の潜在的なＡＣ
Ｋ／ＮＡＫのペイロード（total potential ACK/NAK payload）を増加し得る。しかしな
がら、アンライセンスド帯域の中のＣＣｓのためのＬＢＴの要件に対処する際に、潜在的
なＡＣＫ／ＮＡＫのペイロードは、ＣＣＡチェックの結果に依存する、サブフレームから
サブフレームへ可変であり得る。他のアップリンク制御情報の有／無に加えてこれらの特
徴は、現在のＰＵＣＣＨ規格と互換性があり得ない。
【００５３】
　[0063]　本開示の様々な態様は、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａシステム展開のためのＰＵＣＣＨ処理（PUCCH handling）をアップデートするために向
けられる。図６は、本開示の１つの態様をインプリメントするために実行される例示的な
ブロックを例示する機能ブロック図である。ブロック６００において、ＵＥは、基地局、
またはより一般的にはアップリンク制御チャネル送信のためのリソースのノード（場合に
より別のＵＥを含む）からの割り当てを受信する。ＰＵＣＣＨ送信のための占有されたチ
ャネル帯域幅の要件とともにアンライセンスドスペクトルキャリアを持つＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａによる増加された潜在的なペイロードのため、現在のＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ送信のため
の単一のＰＲＢ割り当ては、不十分であり得る。そのようなものとして、アンライセンス
ドスペクトルにわたるＬＴＥ　ＰＵＣＣＨは、必要であれば複数のＰＲＢｓ（Ｍ）のため
に割り当てられ得る。
【００５４】
　[0064]　ブロック６０１では、ＵＥは、ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと
関連付けられたＣＣＡ情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制御情報（Ｕ
ＣＩ）を決定する。代替として、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）は、たとえクリアＣＣ
Ａが、ＣＣのためにチェックされないとしても、ＣＣｓの構成された数、および／または
各構成されたＣＣのダウンリンク送信モードに基づいて決定され得る。ＵＣＩデータは、
ＡＣＫ／ＮＡＫ、ＳＲ、および／またはＣＱＩ情報を含み得る。ＵＣＩ情報は、送信のた
めにスケジューリングされ得る。しかしながら、実際のペイロードのサイズは、どのキャ
リアがクリアＣＣＡのチェックを受信するかに依存する。ＵＥは、どのキャリアが送信の
ためにクリアであり、どれがそうでないかを検出した後、実際のペイロードのサイズを決
定し得る。
【００５５】
　[0065]　ブロック６０２では、ＵＥは、割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを基
地局に送信する。本開示の様々な態様にしたがってＰＵＣＣＨを送信する際、ＰＵＣＣＨ
のための異なる構造が、用いられ得る。１つの例では、並列の複数のＰＵＣＣＨ送信が使
用され得る。そのような並列送信では、各送信は、既存のＰＵＣＣＨ形式（例えば、ＰＵ
ＣＣＨ　１／１ａ／１ｂ、ＰＵＣＣＨ　２／２ａ／２ｂ等）に基づき得る。
【００５６】
　[0066]　ＵＥは、少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって複数のアップリンク
制御チャネルメッセージを生成することができ、アップリンク制御チャネルメッセージは
、Ｋ個のＵＣＩビットを含む。ＵＥは、例えば、ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂ、２／２
ａ／２ｂ、および３等の既存の形式のうちの１つ、または新しい形式であろうとなかろう
と、特定のＰＵＣＣＨ形式にしたがって、例えば、ＰＵＣＣＨメッセージ等の、必須アッ
プリンク制御チャネルメッセージ（requisite uplink control channel messages）を生
成し得る。ＰＵＣＣＨ形式は、Ｍ個の割り当てられたＰＲＢｓの各々にわたるすべてのＰ
ＵＣＣＨメッセージのために選択され得る。代替として、ＰＵＣＣＨ形式は、１つのＲＢ
の中の異なるＰＵＣＣＨ形式を選択すること、または複数のＲＢｓにわたって異なるＰＵ
ＣＣＨ形式を選択することによって、ＵＥによって多重化され得る。
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【００５７】
　[0067]　異なるＰＵＣＣＨ形式は、サービング基地局からＵＥで受信される半静的なア
サインメントデータ（semi-static assignment data）に基づいて、半静的に、またはＵ
Ｅが動的に特定の形式を選択し得るかのどちらかで選択され得る。１つの例では、ＵＥは
、選択するための適切なＰＵＣＣＨ形式を動的に決定するためにＵＣＩビットの数（Ｋ）
と、１つ以上のしきい値を比較し得る。例示的なオペレーションでは、１０個のＰＲＢｓ
（Ｍ＝１０）のアサインメントを仮定すると、１＜＝Ｋ＜＝１０の場合、ＵＥは、各ＲＢ
ｓまたは様々なＲＢｓにおいてＰＵＣＣＨ形式１ａを選択し得る。１０＜Ｋ＜＝２０の場
合、ＵＥは、各ＲＢｓまたは様々なＲＢｓにおいてＰＵＣＣＨ形式１ｂを選択し得る。２
０＜Ｋ＜＝１１０の場合、ＵＥは、各ＲＢｓまたは様々なＲＢｓにおいてＰＵＣＣＨ形式
２を選択し得る。そうでなければ、ＵＣＩビットの数、Ｋが、ある特定の量を越えてしき
い値のいずれかを上回る場合、ＵＥは、適切な形式を選択する前に、ＵＣＩビットのいく
つかをドロップする（drop）ことを選択し得る。
【００５８】
　[0068]　図７Ａおよび７Ｂは、本開示の態様のために構成される例示的な送信設計を例
示するブロック図である。サブフレーム７０は、２個のスロット、スロット７００および
７０１に分けられる。第１の態様にしたがって設計は、ホッピングなしでサブフレーム７
０の中のスロット７００および７０１に及ぶように各ＰＵＣＣＨ送信のために提供する。
例示されるように、スロット７００の中のＰＵＣＣＨ送信は、ｍ＝０で始まり、ｍ＝Ｍ－
１までである。スロット７０１にわたる送信はまた、ｍ＝０で始まり、ｍ＝Ｍ＝２までで
あり、よって、ホッピングなしで提供される。サブフレーム７１のＰＵＣＣＨ送信設計は
、スロット７０２および７０３にわたってホッピングを例示する。スロット７０２におけ
る送信は、ｍ＝０で始まりｍ＝Ｍ－１までであり、Ｍ個の割り当てられたＰＲＢｓを介す
る送信を示す。サブフレーム７１の中でイネーブルされたホッピングで、スロット７０３
の送信は、ｍ＝Ｍ－１で始まり、ｍ＝０までである。どのようにＵＣＩが送信されるかに
依存して、サブフレーム７０のＰＵＣＣＨ送信設計は、より多くの周波数ダイバーシティ
ゲイン（frequency diversity gain）を有し得る。
【００５９】
　[0069]　アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムの中のＰＵＣ
ＣＨ送信のために割り当てられたＰＲＢｓの増加した数で、総計のＵＣＩのペイロードの
サイズ、Ｋは、ＰＵＣＣＨチャネル、Ｎ、の増加した総計の容量（increased total capa
city）に符号化され得る。図８Ａおよび８Ｂは、本開示の１つの態様にしたがって構成さ
れる符号化方式（encoding scheme）を例示するブロック図である。Ｋ個の情報ビット８
００は、８０１で、Ｎ個のコード化ビット（coding bits）に符号化される。Ｎ個のコー
ド化ビットは次に、８０２で、選択されたＰＵＣＣＨ形式に依存して、適切なロケーショ
ンにマッピングされ得る。
【００６０】
　[0070]　図８Ｂは、ＰＵＣＣＨ送信が、ＰＵＣＣＨ形式１ｂに基づく例示の態様を例示
する。ＰＵＣＣＨ形式１ｂで、容量Ｎは、２ビットである。したがって、巡回冗長チェッ
ク（cyclic redundancy check）（ＣＲＣ）ビット、Ｑは、より良いＡＣＫ／ＮＡＫの検
出のためにＫ個の情報ビットに追加される。ゆえに、Ｋ＋Ｑビット８０３は、８０４で、
ＰＵＣＣＨ形式１ｂの２コード化ビット容量（2 coding bits）に符号化される。ＰＵＣ
ＣＨ形式１ｂのための２コード化ビットのマッピング８０５は、各ＲＢが、コード化され
たビットのうちの２個を搬送するようにマッピングされるべき２コード化ビットの各々を
提供する。
【００６１】
　[0071]　各ＰＵＣＣＨチャネルは、Ｍ＊Ｃビットまで搬送することができ、この場合、
Ｍは、ＰＵＣＣＨチャネルのためのＰＲＢｓの数であり、Ｃは、ＲＢごとの容量である。
例として、Ｍ＝１０個の割り当てられたＰＲＢｓを考慮して、ＰＵＣＣＨ形式１／１ａは
、１０ビットの容量を生じさせることができ、ＰＵＣＣＨ形式１ｂは、２０ビットの容量
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を生じさせ得る。さらなるリソースはまた、ＰＵＣＣＨ送信のために割り当てられ得る。
ゆえに、各ＲＢ内の２つ以上のＰＵＣＣＨ形式１ｂは、２０＊Ｌビットの総計の容量を生
じさせ得る。この場合、Ｌは、各ＰＲＢの中の割り当てられたリソースの数である。例え
ば、ＵＥは、各ＲＢの中でＬ＝２個のＰＵＣＣＨ形式１ｂリソースを使用し得る。２個の
リソースは、互いに近接し得る、またはいくつかギャップ（例えば、ＲＢを持つマックス
ギャップ（max gap with the RB））を持ち得る。同様に、総計の容量は、これらのパラ
メータのもと、ＰＵＣＣＨ形式２／２ａ／２ｂのために、少なくとも１１０ビットを生じ
させることができ、ＰＵＣＣＨ形式３のために、少なくとも２１０ビットを生じさせ得る
。
【００６２】
　[0072]　ＬＴＥ－Ｕの態様のための多重化容量は、ＲＢベースごと（per RB basis）に
ＬＴＥと同じであり得る。ゆえに、各ＲＢのために、ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂが使
用される場合、３６または３６／Ｌ個のＰＵＣＣＨチャネルまでが、多重化され得る。Ｐ
ＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂで、各割り当てられた追加のリソース、Ｌが、最大多重化容
量（maximum multiplexing capacity）を低減することとなることは、留意されるべきで
ある。ＰＵＣＣＨ形式２／２ａ／２ｂを使用するとき、１２個のＰＵＣＣＨチャネルまで
が、多重化され得る。一方、ＰＵＣＣＨ形式３で、５個のＰＵＣＣＨチャネルまでが、多
重化され得る。
【００６３】
　[0073]　追加の干渉を持つシナリオでは、サブフレームの中の２個のスロットの各スロ
ットの中に自己復号可能なＰＵＣＣＨ設計（self-decodable PUCCH design）を有するこ
とが望ましくあり得る。ゆえに、全体のＰＵＣＣＨ送信は、たとえ第１のスロットだけが
受信されたとしても、復号可能であることとなる。この自己復号は、より良い干渉処理（
better interference handling）（２次干渉ダイバーシティ（order-2 interference div
ersity））を提供する。現在のＰＵＣＣＨ形式で、ＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂのみが
、そのような自己復号プロパティを有する。ゆえに、ＰＲＢのペアごとの１つのリソース
か、またはＰＵＣＣＨ形式１／１ａ／１ｂベースの送信のためのＲＢごとの２つ以上のリ
ソース（Ｌ）のどちらかが、２ＭＬビットまでの容量を提供し、この場合、Ｍは、ＲＢｓ
の数である。そのような態様では、既存のＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ形式を使用するとき、イン
プリメンテーションは、ＰＵＣＣＨ形式２／２ａ／２ｂ／３ベースのアンライセンスドス
ペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ設計を使用することを控えることとなる。
【００６４】
　[0074]　アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ設計のためのＰＵＣＣ
Ｈ電力制御は、Ｍの値（割り当てられたＰＲＢｓ）とＫの値（ＵＣＩビットの総数）の両
方に基づいて決定され得る。ＰＵＣＣＨ電力制御を適用する際に、同等の電力が、ＵＥに
よってすべてのＭ個のＰＲＢｓのために使用され得る。
【００６５】
　[0075]　ＬＴＥは、ＰＵＣＣＨオペレーションのための複数の干渉ランダム化（セル内
の＆セル間の）特徴（a number of interference randomization (intra-cell & inter-c
ell) features）を利用し、それは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣ
ＣＨ設計のために再使用もされ得る。具体的には、追加のセル内の干渉ランダム化は、Ｐ
ＵＣＣＨにアサインされたＭ個のＰＲＢｓ内で行われることができる。例えば、２個のＵ
ＥｓがＭ個のＰＲＢｓのうちの１個のＲＢの中の近接サイクリックシフト（adjacent cyc
lic shifts）を有する場合、ランダム化は、２個のＵＥｓがＭ個のＰＲＢｓのうちの異な
るＲＢの中の近接サイクリックシフトを有することとならないように、２個のＵＥｓ間の
セル内の干渉が、ランダム化されることができるように、適用されることができる。この
干渉ランダム化は、サイクリックシフトのためのランダム化機能、および／または（適用
可能な場合）Ｍ個のＰＲＢｓにわたる直交カバー（orthogonal cover）を使用することに
よって適用され得る。セル間の干渉ランダム化のために、ＵＥは、異なるセル／オペレー
タの間でＰＵＣＣＨ　ＲＢｓをランダム化する／連動するためにＣＣＡロケーションおよ
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び／またはセルＩＤおよび／またはＲＲＣ構成を使用し得る。
【００６６】
　[0076]　ＬＴＥでは、ＰＵＣＣＨリソース決定の２つのタイプが、サポートされる：Ｐ
ＵＣＣＨに関するリソースがＲＲＣコマンドを通してＵＥに示される、明示的なリソース
決定、およびＵＥがＰＤＣＣＨのスターティング制御チャネル要素（starting control c
hannel element）（ＣＣＥ）（またはＥＰＤＣＣＨのスターティングエンハンストＣＣＥ
（starting enhanced CCE）（ＥＣＣＥ））に基づいてＰＵＣＣＨリソースを決定する、
暗黙的なリソース決定。
【００６７】
　[0077]　本開示の様々な態様では、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣ
ＣＨ設計は、リソースの決定への同じ明示的な、および暗黙的なアプローチを続け得る。
リソース決定アプローチのタイプは、所与のＲＢ、ＵＣＩ情報タイプ、場合により、適用
可能な場合、ＰＤＳＣＨ送信タイプの中の特定のＰＵＣＣＨ形式に基づいて選択され得る
。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＫ送信のみが存在し、ＰＤＳＣＨ送信と関連付けられるＥＰＤＣ
ＣＨが存在する場合、ＵＥは、スターティングＥＣＣＥに基づいて暗黙的なリソース決定
を使用するために選択し得る。
【００６８】
　[0078]　ＵＥのために、Ｍ個のＰＲＢｓを持つ各ＲＢのためのＰＵＣＣＨリソースイン
デックスは、同じであり得る。代替として、ＰＵＣＣＨリソースインデックスは、とりわ
けＵＥのためのこれらのリソースインデックスの間のいくつかの所定の関係（some pre-d
etermined relationship）が存在するとき、異なるＲＢｓによって異なり得る。
【００６９】
　[0079]　増加したＰＵＣＣＨ容量のため、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　
ＰＵＣＣＨ設計は、少なくとも、できる限り、ＬＴＥ規則に基づいていくつかのＵＣＩｓ
をドロップする代わりに、１つのＰＵＣＣＨに、ＵＣＩｓのすべてを多重化することを考
慮し得る。容量が無限でないこととなるため、ある特定のシナリオの中でいくつかのＵＣ
Ｉをドロップすることの可能性、または必要性がまだ存在し得る。
【００７０】
　[0080]　ＵＣＩは、ＡＣＫ／ＮＡＫ、ＳＲ、およびＣＳＩフィードバックを含み得る。
ＳＲのために、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ設計は、ＵＬスケ
ジューリングを促進する（expedite）ために、（バッファ状態報告（buffer status repo
rt）（ＢＳＲ）と似ている）ＳＲ情報のための１ビットより大きいことを考慮し得る。よ
って、ＵＬスケジューリングを示すためにＳＲを頼り、後で実際のＵＬスケジューリング
の必要性を示すためにＢＳＲに頼る代わりに、追加のＳＲビットは、基地局に、ＵＬバッ
ファの状態に関するより多くの情報を提供し得る。アンライセンスドスペクトルを持つＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開のためのＰＵＣＣＨ送信では、ＵＣＩの順番付け（ordering）は、
前に決定され得る。１つの例では、送信の順番は、ＡＣＫ／ＮＡＫ情報であることが前に
決定されることができ、次にＳＲがあり、それから次にＣＳＩがある。
【００７１】
　[0081]　アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ設計はまた、スケジュ
ーリングされたＵＣＩｓのすべてのために実行され得る統合コード化（joint coding）も
考慮し得る。さらなる態様では、ＵＥは、他のものを統合してコード化しながら、いくつ
かのＵＣＩｓを別々にコード化することも考慮し得る。例えば、アンライセンスドスペク
トルを持つＬＴＥ　ＰＵＣＣＨ設計は、（類似のパフォーマンスターゲットのため）ＡＣ
Ｋ／ＮＡＫおよびＳＲを統合してコード化すること、ならびにＡＣＫ／ＮＡＫおよびＳＲ
とは異なるパフォーマンスターゲットを有するＣＳＩを別々にコード化することを提供し
得る。
【００７２】
　[0082]　コード化されたＵＣＩのマッピングでは、マッピングは、統合して、または別
々に実行されもし得る。例えば、ＡＣＫ／ＮＡＫおよびＳＲは、Ｍ／２個のＲＢｓにマッ
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ピングされることができ、一方、ＣＳＩは、Ｍ個のＲＢｓのもう半分に別々にマッピング
され得る。
【００７３】
　[0083]　アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムはまた、キャ
リアアグリゲーション（ＣＡ）展開を含み得る。ＬＴＥ　ＣＡシステムでは、ＰＵＣＣＨ
は、その一次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）からＵＥによって送信され得る。ＬＴＥ
システムのために、単一のＰＵＣＣＨが、ＰＣＣにおいて送信される。そのうえ、ＬＴＥ
デュアル接続性（LTE dual connectivity）（例えば、２つ以上のＣＣｓ間の理想的でな
いバックホール（non-ideal backhaul）を持つＬＴＥ）では、２つ以上のＰＵＣＣＨｓは
、２つ以上の異なるＣＣｓからＵＥによって送信され得る。アンライセンスドスペクトル
を持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、ＵＬ　ＣＣは、失敗したＣＣＡ（failed CCA）のため利
用可能でない場合がある。固定のＰＣＣを有することは、ＵＥのためのＰＵＣＣＨの頻繁
な利用不可能性（frequent unavailability）を暗に示すことができ、それは、ＨＡＲＱ
オペレーション、ＣＳＩフィードバック、ＳＲ送信等に影響を与えることとなる。したが
って、本開示の様々な態様は、ＵＬ　ＣＣＡの成功／失敗に部分的に基づいてＰＵＣＣＨ
　ＣＣを決定することに向けられる。ゆえに、成功したＣＣＡ　ＣＣｓの間で、ＵＥは、
例えば、セル／ＣＣインデックスを構成されたＲＲＣ等、様々な定義済みのパラメータ（
predefined parameters）に基づいてＰＵＣＣＨを送信するために１つを選ぶことができ
、その場合、最低のセル／ＣＣインデックスが選ばれることとなる。
【００７４】
　[0084]　図９Ａおよび９Ｂは、本開示の１つの態様をインプリメントするために実行さ
れる例示的なブロックを例示する機能ブロック図である。ブロック９００において、ＵＥ
は、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを受信する。ブロック９
０１において、ＵＥは、少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアッ
プリンク制御チャネルメッセージを生成し、１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセ
ージは、Ｋ個のＵＣＩビットを含む。ＵＥは、ブロック９０２において、複数のＣＣｓか
ら送信ＣＣを選択し、送信ＣＣは、ＵＥによって検出されたクリアＣＣＡに基づいて選択
される。ブロック９０３において、アップリンク制御チャネルメッセージを送信するため
のＣＣを選択した後、ＵＥは、割り当てられたリソースを介して、１つ以上のアップリン
ク制御チャネルメッセージを基地局に送信する。
【００７５】
　[0085]　基地局側で、ブロック９０４において、基地局は、基地局によってサーブされ
る各ＵＥのために構成される複数のＣＣｓのうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ
を識別する。基地局は、ブロック９０５において、各ＵＥがアップリンク制御チャネルメ
ッセージを送信することとなる１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御
ＣＣを決定する。基地局は次に、ブロック９０６において、ＵＥｓの各々からのアップリ
ンク制御チャネルメッセージのためにアップリンク制御ＣＣをモニタリングする。
【００７６】
　[0086]　例として、ＵＥは、アンライセンスドスペクトルを持つＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通
信システムにおける３個のＣＣｓのために構成され得る。図１０は、本開示の１つの態様
にしたがって構成されるＵＥのために構成される、３個のＣＣｓ、ＣＣ０－ＣＣ１、を例
示するブロック図である。ＵＥのためのＰＵＣＣＨ　ＣＣは、フレームの中のＣＣＡの成
功があるか、または失敗があるかに依存して時間にわたって変わることができ、それは、
１つまたは複数のＤＬのサブフレーム、１つまたは複数のスペシャルサブフレーム（spec
ial subframe(s)）、および１つまたは複数のＵＬのサブフレームから成り得る。フレー
ムｎでは、ＣＣ２がＣＣＡチェックに失敗したが、ＣＣ０およびＣＣ１は、クリアＣＣＡ
ｓに戻った。ＵＥは、フレームｎの中でＣＣ０およびＣＣ１の両方のＣＣインデックスを
評価する。ＣＣ０のＣＣインデックスが、ＣＣ１のそれより低いため、ＵＥは、フレーム
１００１の代わりに、フレーム１０００の中でＬＴＥ　ＰＵＣＣＨを送信することを選択
する。
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【００７７】
　[0087]　フレームｎ＋１では、ＣＣＡチェックは、ＣＣ１のフレーム１００２およびＣ
Ｃ２のフレーム１００３に関してクリアであった。ＣＣインデックスを比較した後、ＵＥ
は、送信のためのＰＵＣＣＨ　ＣＣとしてＣＣ１のフレーム１００２を選択する。フレー
ムｎ＋２において、ＣＣ２のフレーム１００４のみが、ＣＣＡチェックをパスする。その
ようなものとして、ＵＥは、ＣＣ２のフレーム１００４においてＰＵＣＣＨを送信するこ
とを選択する。最後に、フレームｎ＋３において、ＣＣｓのすべて、ＣＣ０－ＣＣ２が、
フレーム１００５－１００７においてＣＣＡチェックをパスする。ＣＣ０のフレーム１０
０５は、より低いインデックスであるため、ＵＥは、ＰＵＣＣＨを送信するためにＣＣ０
のフレーム１００５を選択する。
【００７８】
　[0088]　異なるＵＥｓが、異なるＣＣＡの結果および／または異なるＲＲＣ構成のため
、同じフレームの中に異なるＰＵＣＣＨ　ＣＣｓをまだなお有し得ることは、留意される
べきである（例えば、セルインデックスは、ＵＥに特異的に構成される（UE-specificall
y configured）ことができる）。
【００７９】
　[0089]　当業者は、情報および信号が多様な異なる技術および技法のいずれかを使用し
て表され得ることを理解するであろう。例えば、上記の説明の全体にわたって参照され得
るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電
流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組み合わ
せによって表され得る。
【００８０】
　[0090]　図６、９Ａ、および９Ｂの機能ブロックおよびモジュールは、プロセッサ、電
子デバイス、ハードウェアデバイス、電子コンポーネント、論理回路、メモリ、ソフトウ
ェアコード、ファームウェアコード等、またはそれらの任意の組み合わせを備え得る。
【００８１】
　[0091]　当業者はさらに、本明細書における開示に関連して説明された様々な例示的な
論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップが電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、または両方の組み合わせとしてインプリメントされ得ることを
認識するだろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示するために
、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、一
般的にそれらの機能性の観点から上述されてきた。そのような機能が、ハードウェアとし
てインプリメントされるか、あるいはソフトウェアとしてインプリメントされるかは、特
定のアプリケーションおよび全体のシステムに課せられる設計制約に依存する。当業者は
、説明された機能性を各特定のアプリケーションに種々の方法でインプリメントし得るが
、そのようなインプリメンテーションの決定（decisions）は、本開示の範囲からの逸脱
を生じるものと解釈されるべきではない。当業者はまた、本明細書に説明されたコンポー
ネント、方法、あるいは相互作用の順番または組み合わせが、単に例にすぎないこと、お
よび本開示の様々な態様のコンポーネント、方法、または相互作用が、本明細書に例示、
説明されたそれら以外の方法で組み合わせ、または実行され得ることを容易に理解するで
あろう。
【００８２】
　[0092]　本明細書における開示に関連して説明された様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、デ
ィスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書に説明された機能を遂行す
るように設計されたそれらの任意の組み合わせでインプリメントまたは実行され得る。汎
用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、代替において、プロセッサは、任意
の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであ
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り得る。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連結した１つ以上のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成の組み合わせのような、コンピューティングデバイスの組み合わせとしてインプ
リメントされ得る。
【００８３】
　[0093]　本明細書における開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステッ
プは、ハードウェアで直接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で、またはこれら２つの組み合わせで、具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーブバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ある
いは当技術分野において既知の記憶媒体の任意の他の形態の中に存在し得る。例示的な記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み出し、記憶媒体に情報を書き込むことが
できるように、プロセッサに結合される。代替において、記憶媒体はプロセッサと一体化
され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣの中に存在し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ
端末の中に存在し得る。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末の中の
ディスクリートコンポーネントとして存在し得る。
【００８４】
　[0094]　１つ以上の例示的な設計では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせでインプリメントされ得る。ソフ
トウェアでインプリメントされる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つ以上の命
令またはコードとして、記憶され、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。
コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含むコンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。コンピュ
ータ可読記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされることができる
任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、
磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形
で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用されることができ、かつ
、汎用または専用コンピュータ、あるいは汎用または専用プロセッサによってアクセスさ
れることができる、任意の他の媒体を備えることができる。また、接続は、コンピュータ
可読媒体と適切に称され得る。例えば、ソフトウェアがウェブサイト、サーバ、あるいは
、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジタル加入者線（ＤＳ
Ｌ）を使用して他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブ
ル、ツイストペア、またはＤＳＬは、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合
、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザー
ディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）ディスク、およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み、ここでディス
ク（disks）は通常、磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）は、レーザーを用
いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、コンピュータ可読媒体の範囲
内に含まれるべきである。
【００８５】
　[0095]　特許請求の範囲を含む、本明細書で使用される場合、「および／または」とい
う用語は、２つ以上の項目のリストで使用されるとき、リストされた項目のうちのいずれ
か１つがそれ自体によって用いられることができること、あるいはリストされた項目のう
ちの２つ以上の任意の組み合わせが用いられることができることを意味する。例えば、構
成が、コンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを包含するものとして説明されている場
合、この構成は、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡとＢの組み合わせ、ＡとＣの組み合わせ、
ＢとＣの組み合わせ、またはＡ、Ｂ、およびＣの組み合わせを包含することができる。ま
た、特許請求の範囲を含む、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で
始まる項目のリストで使用される「または（or）」は、例えば「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
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の少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、またはＡＢ、またはＡＣ、ま
たはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡとＢとＣ）を意味するように離接的なリスト（di
sjunctive list）を示す。
【００８６】
　[0096]　本開示の先の説明は、あらゆる当業者が本開示を製造または使用することを可
能にするために提供される。本開示への様々な変更は、当業者に容易に明らかとなり、本
明細書において定義された包括的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他のバリエーションに適用され得る。ゆえに、本開示は、本明細書に説明された例およ
び設計に限定されるように意図されず、本明細書に開示された原理および新規の特徴と一
致する最も幅広い範囲が付与されるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信することと、
　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたクリアチャネル評価
（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、
前記ＵＥで、決定することと、
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによって、送
信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ３］
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを送信するための少なくとも１つの制御
チャネル形式を決定することをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記送信することは、
　２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージを並行して送信することを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定することと、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化すること
と、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、
決定することと、ここにおいて、前記決定することは、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別することと、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定することと、ここ
において、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲ
Ｂｓにしたがって決定される、
　　を含む、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
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チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化することをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定すること、ここにおい
て、前記決定することは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣＩのペ
イロードのサイズに基づき、前記送信することは、前記決定された電力制御にしたがって
実行される、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別することと、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別することと、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソースに基づ
いて決定される、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出することと、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化することと、ここにおいて、
前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプの
うちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化すること、またはマッピングす
ることをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化すること、またはマッピングする
ことをさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、Ｃ１４に記載の方法。
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［Ｃ１７］
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定することと、
　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較することと、
　前記比較に基づいて前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択する
ことと、
　をさらに含む、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信することと、
　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージを、前記ＵＥによって、生成することと、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選択
することと、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって、検出されたクリアＣＣ
Ａに基づいて選択され、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッ
セージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信することと、
　を備える、方法。
［Ｃ２０］
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、
基づいてＵＣＩのペイロードを、前記ＵＥで、決定すること、ここにおいて、前記１つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージは、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビットを
含む、
　をさらに備える、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記選択することは、
　前記ＵＥと関連付けられた前記複数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行することと、
　前記複数のＣＣｓの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣＡを検出することと、
　所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択すること
と、
　をさらに含む、Ｃ１９に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、Ｃ２１に記載の方法。
［Ｃ２３］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　基地局によってサーブされる各ＵＥのために構成される複数のコンポーネントキャリア
（ＣＣｓ）のうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、前記基地局によって、識別
することと、
　各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信することとなる前記１つ以上の
クリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定することと、
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　各ＵＥからの前記アップリンク制御チャネルメッセージのために前記アップリンク制御
ＣＣをモニタリングすることと、
　を備える、方法。
［Ｃ２４］
　前記識別することは、
　各ＵＥから送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）のために前記複数のＣＣ
ｓをモニタリングすること、前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓは、ＣＵＢＳを含
む、
　を含む、Ｃ２３に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記識別することは、
　前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上でＣＵＢＳを検出することに応答して、前
記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上で復調基準信号（ＤＭＲＳ）を検出することを
さらに含む、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信するための手段と、
　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたクリアチャネル評価
（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を、
前記ＵＥで、決定するための手段と、
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによって、送
信するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ２７］
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ２６に
記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを送信するための少なくとも１つの制御
チャネル形式を決定するための手段をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　送信するための前記手段は、
　２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージを並行して送信するための手段を含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定するための手段と、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化するため
の手段と、
　をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３１］
　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、決定する
ための手段と、ここにおいて、決定するための前記手段は、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別するための手段と、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定するための手段と
、ここにおいて、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上
のＰＲＢｓにしたがって決定される、
　　を含む、
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　をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３２］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化するための手段をさらに含む、Ｃ２６に記載
の装置。
［Ｃ３３］
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定するための手段、ここ
において、前記決定することは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣ
Ｉのペイロードのサイズに基づき、送信するための前記手段は、前記決定された電力制御
にしたがって実行される、
　をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３４］
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別するための手段と、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別するための手段と、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソース
に基づいて決定される、
　をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３５］
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、Ｃ３４に記載の装置。
［Ｃ３６］
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出するための手段と、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化するための手段と、ここにお
いて、前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタ
イプのうちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３７］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化する、またはマッピングするた
めの手段をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３８］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化する、またはマッピングするため
の手段をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ４０］
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　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４１］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、Ｃ３９に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
をさらに含む、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定するための手段と、
　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較するための手段と、
　比較するための前記手段に基づいて前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル
形式を選択するための手段と、
　をさらに含む、Ｃ４２に記載の装置。
［Ｃ４４］
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機器
（ＵＥ）によって、受信するための手段と、
　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージを、前記ＵＥによって、生成するための手段と、
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選択
するための手段と、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって、検出されたクリ
アＣＣＡに基づいて選択され、
　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッ
セージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ４５］
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、
基づいてＵＣＩのペイロードを、前記ＵＥで、決定するための手段、ここにおいて、前記
１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージは、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビ
ットを含む、
　をさらに含む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４６］
　選択するための前記手段は、
　前記ＵＥと関連付けられた前記複数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行するための手段と、
　前記複数のＣＣｓの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣＡを検出するための手
段と、
　所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択するため
の手段と、
　をさらに含む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
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　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　基地局によってサーブされる各ＵＥのために構成される複数のコンポーネントキャリア
（ＣＣｓ）のうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、前記基地局によって、識別
するための手段と、
　各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信することとなる前記１つ以上の
クリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定するための手段と、
　各ＵＥからの前記アップリンク制御チャネルメッセージのために前記アップリンク制御
ＣＣをモニタリングするための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ４９］
　識別するための前記手段は、
　各ＵＥから送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）のために前記複数のＣＣ
ｓをモニタリングするための手段、前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓは、ＣＵＢ
Ｓを含む、
　を含む、Ｃ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　識別するための前記手段は、
　前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上でＣＵＢＳを検出することに応答して実行
可能である、前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上で復調基準信号（ＤＭＲＳ）を
検出するための手段をさらに含む、Ｃ４９に記載の装置。
［Ｃ５１］
　プログラムコードを記録した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記プログラ
ムコードは、
　コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地
局からユーザ機器（ＵＥ）によって、受信させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられ
たクリアチャネル評価（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制
御情報（ＵＣＩ）を、前記ＵＥで、決定させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを前記基地局に、
前記ＵＥによって、送信させるためのプログラムコードと、
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５２］
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ５１に
記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５３］
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを送信するための
少なくとも１つの制御チャネル形式を決定させるためのプログラムコードをさらに含む、
Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５４］
　前記コンピュータに送信させるための前記プログラムコードは、
　前記コンピュータに、２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージを並行して送信させるためのプログラムコード
　を含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５５］
　前記コンピュータに、前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てら
れたリソースのサイズに基づいてコード化されるビットの数を決定させるためのプログラ
ムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記
数にコード化させるためのプログラムコードと、
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　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５６］
　前記コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記Ｕ
Ｅによって、決定させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記コンピュータに
決定させるための前記プログラムコードは、
　　前記コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソー
スブロック（ＰＲＢｓ）を識別させるためのプログラムコードと、
　　前記コンピュータに、前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を
決定させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記チャネル容量は、前記ビット
容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲＢｓにしたがって決定される、
　　を含む、
　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５７］
　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ
以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるよ
うに前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを符号化させるためのプログラ
ムコードをさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５８］
　前記コンピュータに、前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定
させるためのプログラムコード、ここにおいて、前記コンピュータに決定させるための前
記プログラムコードは、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣＩのペイ
ロードのサイズに基づき、前記コンピュータに送信させるための前記プログラムコードは
、前記決定された電力制御にしたがって実行される、
　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ５９］
　前記コンピュータに、２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアッ
プリンク制御チャネルメッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって
、第１のリソースを識別させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以
上のアップリンク制御チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥに
よって、第２のリソースを識別させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記第
２のリソースは、前記第１のリソースに基づいて決定される、
　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６０］
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、Ｃ５９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体
。
［Ｃ６１］
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出させ
るためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低い
ランクのＵＣＩタイプを最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化させる
ためのプログラムコードと、ここにおいて、前記最大容量内で多重化されていない前記１
つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプのうちの残りのものが、ドロップされる、
　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６２］
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　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつ
かのコード化ビットに、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化させる、
またはマッピングさせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的
なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６３］
　前記コンピュータに、２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつ
かのコード化ビットに、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化させる、ま
たはマッピングさせるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６４］
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、Ｃ６４に記載の非一時的なコンピュータ可
読媒体。
［Ｃ６６］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、Ｃ６４に記載の非一時的なコンピ
ュータ可読媒体。
［Ｃ６７］
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
　をさらに含む、Ｃ５１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６８］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　前記コンピュータに、前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定
させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較させ
るためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに比較させるための前記プログラムコードの結果に基づいて、前記コ
ンピュータに、前記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択させるため
のプログラムコードと、
　をさらに含む、Ｃ６７に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ６９］
　プログラムコードを記録した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記プログラ
ムコードは、
　コンピュータに、アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地
局からユーザ機器（ＵＥ）によって、受信させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアッ
プリンク制御チャネルメッセージを、前記ＵＥによって、生成させるためのプログラムコ
ードと、
　前記コンピュータに、複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前
記ＵＥによって、選択させるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記送信ＣＣは
、前記ＵＥによって検出されたクリアＣＣＡに基づいて選択され、
　前記コンピュータに、前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリ
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ンク制御チャネルメッセージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信させるためのプ
ログラムコードと、
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７０］
　前記コンピュータに、アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジュ
ーリングされた複数のキャリアと関連付けられたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）情報に、
少なくとも部分的に、基づいてＵＣＩのペイロードを、前記ＵＥで、決定させるためのプ
ログラムコード、ここにおいて、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージは
、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビットを含む、
　をさらに含む、Ｃ６９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７１］
　前記コンピュータに選択させるための前記プログラムコードは、
　前記コンピュータに、前記ＵＥと関連付けられた前記複数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行さ
せるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、前記複数のＣＣｓの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣ
Ａを検出させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを前記１つ以上のクリアＣ
Ｃｓから選択させるためのプログラムコードと、
　をさらに含む、Ｃ６９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７２］
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、Ｃ７１に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７３］
　プログラムコードを記録した非一時的なコンピュータ可読媒体であって、前記プログラ
ムコードは、
　コンピュータに、基地局によってサーブされる各ＵＥのために構成される複数のコンポ
ーネントキャリア（ＣＣｓ）のうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、前記基地
局によって、識別させるためのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信すること
となる前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定させるた
めのプログラムコードと、
　前記コンピュータに、各ＵＥからの前記アップリンク制御チャネルメッセージのために
前記アップリンク制御ＣＣをモニタリングさせるためのプログラムコードと、
　を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７４］
　前記コンピュータに識別させるための前記プログラムコードは、
　前記コンピュータに、各ＵＥから送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）の
ために前記複数のＣＣｓをモニタリングさせるためのプログラムコード、前記１つ以上の
クリアアップリンクＣＣｓは、ＣＵＢＳを含む、
　を含む、Ｃ７３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７５］
　前記コンピュータに識別させるための前記プログラムコードは、
　前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上でＣＵＢＳを検出することに応答して実行
可能である、前記コンピュータに、前記１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上で復調基
準信号（ＤＭＲＳ）を検出させるためのプログラムコードをさらに含む、Ｃ７４に記載の
非一時的なコンピュータ可読媒体。
［Ｃ７６］
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
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　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機
器（ＵＥ）によって、受信することと、
　　前記ＵＥのために構成される１つ以上のキャリアと関連付けられたクリアチャネル評
価（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、基づいてアップリンク制御情報（ＵＣＩ）を
、前記ＵＥで、決定することと、
　　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを前記基地局に、前記ＵＥによって、
送信することと、
　を行うように構成され、
　を備える、装置。
［Ｃ７７］
　ＵＣＩのペイロードの総計のサイズは、前記ＵＥのために構成される前記１つ以上のキ
ャリアと関連付けられたＣＣＡ情報に少なくとも部分的に基づいて決定される、Ｃ７６に
記載の装置。
［Ｃ７８］
　前記割り当てられたリソースを介して、ＵＣＩを送信するための少なくとも１つの制御
チャネル形式を決定するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ
７６に記載の装置。
［Ｃ７９］
　送信するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、２つ以上の物理リソー
スブロック（ＰＲＢ）ｓにわたって２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージを並
行して送信するための構成を含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８０］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式、および前記割り当てられたリソースのサイズ
に基づいてコード化されるビットの数を決定することと、
　前記ＵＣＩビットを、送信のためにコード化されるビットの前記数にコード化すること
と、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８１］
　アップリンク制御チャネル送信のためのチャネル容量を、前記ＵＥによって、決定する
こと、ここにおいて、決定するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　　アップリンク制御チャネル送信のための２つ以上の物理リソースブロック（ＰＲＢｓ
）を識別することと、
　　前記少なくとも１つの制御チャネル形式のためのビット容量を決定することと、ここ
において、前記チャネル容量は、前記ビット容量によって乗算された前記２つ以上のＰＲ
Ｂｓにしたがって決定される、
　　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８２］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージの各々が、２つ以上の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢｓ）の単一のスロットの中で送信される前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージの各々の一部にのみ基づいて復号可能であるように前記２つ以上のア
ップリンク制御チャネルメッセージを符号化することを行う前記少なくとも１つのプロセ
ッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８３］
　前記アップリンク制御チャネルの送信のために電力レベルを決定することを行う前記少
なくとも１つのプロセッサの構成、ここにおいて、決定することを行う前記少なくとも１
つのプロセッサの前記構成は、前記割り当てられたリソースのサイズ、および前記ＵＣＩ



(44) JP 6367321 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

のペイロードのサイズに基づき、送信することを行う前記少なくとも１つのプロセッサの
前記構成は、前記決定された電力制御にしたがって実行される、をさらに含む、Ｃ７６に
記載の装置。
［Ｃ８４］
　２つ以上のＰＲＢｓのうちの第１のＰＲＢの中の２つ以上のアップリンク制御チャネル
メッセージのうちの第１のものの送信のために、前記ＵＥによって、第１のリソースを識
別することと、
　前記２つ以上のＰＲＢｓのうちの第２のＰＲＢの中の前記２つ以上のアップリンク制御
チャネルメッセージのうちの第２のものの送信のために前記ＵＥによって、第２のリソー
スを識別することと、ここにおいて、前記第２のリソースは、前記第１のリソースに基づ
いて決定される、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８５］
　前記第２のリソースの前記決定は、
　ＣＣＡロケーションと、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　のうちの１つ以上にさらに依存する、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ８６］
　前記ＵＣＩビットの中の１つ以上の衝突ＵＣＩタイプを検出することと、
　前記１つ以上の衝突ＵＣＩタイプのうちの１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプ
を最大容量まで前記アップリンク制御チャネル送信に多重化することと、ここにおいて、
前記最大容量内で多重化されていない前記１つ以上の、より低いランクのＵＣＩタイプの
うちの残りのものが、ドロップされる、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８７］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を統合してコード化する、またはマッピングするこ
とを行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８８］
　２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのためのいくつかのコード化ビットに
、前記ＵＣＩビットのうちの１つ以上を別々にコード化する、またはマッピングすること
を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ８９］
　前記ＵＣＩは、
　ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答情報と、
　スケジューリング要求（ＳＲ）と、
　チャネルステート情報（ＣＳＩ）と、
　のうちの１つ以上を含む、Ｃ７６に記載の装置。
［Ｃ９０］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、前記ＵＥ上のアップリンクデータバッファのコンテン
ツと関連付けられる複数のＳＲビットを含む、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９１］
　前記１つ以上のＵＣＩビットは、ＨＡＲＱ肯定応答情報、ＳＲ、およびＣＳＩのうちの
１つ以上のための所定の順番にしたがって配置される、Ｃ８９に記載の装置。
［Ｃ９２］
　前記割り当てられたリソースの中に２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ、
ここで、前記少なくとも１つの制御チャネル形式の２つ以上の異なるものは、同じサブフ
レームの中の前記２つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージのために使用される、
　をさらに含む、Ｃ７６に記載の装置。
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［Ｃ９３］
　前記少なくとも１つの制御チャネル形式は、前記ＵＥによって、動的に選択され、
　　前記複数の制御チャネル形式の各々のためのしきい値容量を決定することと、
　　前記ＵＣＩのペイロードのサイズを前記しきい値容量と比較することと、
　　比較することを行う前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成の結果に基づいて前
記複数の制御チャネル形式から前記制御チャネル形式を選択することと、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ９２に記載の装置。
［Ｃ９４］
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アップリンク制御チャネル送信のためのリソースの割り当てを、基地局からユーザ機
器（ＵＥ）によって、受信することと、
　　少なくとも１つの制御チャネル形式にしたがって１つ以上のアップリンク制御チャネ
ルメッセージを、前記ＵＥによって、生成することと、
　　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣｓ）から、送信ＣＣを、前記ＵＥによって、選
択することと、ここにおいて、前記送信ＣＣは、前記ＵＥによって、検出されたクリアＣ
ＣＡに基づいて選択され、
　　前記割り当てられたリソースを介して、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメ
ッセージを、前記基地局に、前記ＵＥによって、送信することと、
　を行うように構成され、
　を備える、装置。
［Ｃ９５］
　アップリンク制御情報（ＵＣＩ）ビットの送信のためにスケジューリングされた複数の
キャリアと関連付けられたクリアチャネル評価（ＣＣＡ）情報に、少なくとも部分的に、
基づいてＵＣＩのペイロードを、前記ＵＥで、決定することを行う前記少なくとも１つの
プロセッサの構成、ここにおいて、前記１つ以上のアップリンク制御チャネルメッセージ
は、前記ＵＣＩのペイロードのＵＣＩビットを含む、をさらに含む、Ｃ９４に記載の装置
。
［Ｃ９６］
　選択することを行う前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記ＵＥと関連付けられた前記複数のＣＣｓ上でＣＣＡを実行することと、
　前記複数のＣＣｓの１つ以上のクリアＣＣｓ上で前記クリアＣＣＡを検出することと、
　所定の基準に基づいて、前記送信ＣＣを前記１つ以上のクリアＣＣｓから選択すること
と、
　を行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ９４に記載の装置。
［Ｃ９７］
　前記所定の基準は、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）構成と、
　ＣＣインデックスと、
　のうちの１つ以上を備える、Ｃ９６に記載の装置。
［Ｃ９８］
　ワイヤレス通信のために構成される装置であって、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局によってサーブされる各ＵＥのために構成される複数のコンポーネントキャリ
ア（ＣＣｓ）のうちの１つ以上のクリアアップリンクＣＣｓを、前記基地局によって、識
別することと、
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　　各ＵＥが、アップリンク制御チャネルメッセージを送信することとなる前記１つ以上
のクリアアップリンクＣＣｓのアップリンク制御ＣＣを決定することと、
　　各ＵＥからの前記アップリンク制御チャネルメッセージのために前記アップリンク制
御ＣＣをモニタリングすることと、
　を行うように構成され、
　を備える、装置。
［Ｃ９９］
　識別することを行う前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、各ＵＥから送信さ
れたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）のために前記複数のＣＣｓをモニタリングす
ることを行う前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、前記１つ以上のクリアアッ
プリンクＣＣｓは、ＣＵＢＳを含む、
　を含む、Ｃ９８に記載の装置。
［Ｃ１００］
　識別することを行う前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、前記１つ以上のク
リアアップリンクＣＣｓ上でＣＵＢＳを検出することに応答して実行可能である、前記１
つ以上のクリアアップリンクＣＣｓ上で復調基準信号（ＤＭＲＳ）を検出するための構成
をさらに含む、Ｃ９９に記載の装置。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７Ａ】

【図７Ｂ】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】 【図９Ａ】



(49) JP 6367321 B2 2018.8.1

【図９Ｂ】 【図１０】
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